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    第一章


    
      1ヨシュアが死しんだ後のち、イスラエルの人々ひとびとは主しゅに問とうて言いった、「わたしたちのうち、だれが先さきに攻せめ上のぼって、カナンびとと戦たたかいましょうか」。 2主しゅは言いわれた、「ユダが上のぼるべきである。わたしはこの国くにを彼かれの手てにわたした」。 3ユダはその兄弟きょうだいシメオンに言いった、「わたしと一緒いっしょに、わたしに割わり当あてられた領地りょうちへ上のぼって行いって、カナンびとと戦たたかってください。そうすればわたしもあなたと一緒いっしょに、あなたに割わり当あてられた領地りょうちへ行いきましょう」。そこでシメオンは彼かれと一緒いっしょに行いった。 4ユダが上のぼって行いくと、主しゅは彼かれらの手てにカナンびととペリジびととをわたされたので、彼かれらはベゼクで一万人にんを撃うち破やぶり、 5またベゼクでアドニベゼクに会あい、彼かれと戦たたかってカナンびととペリジびととを撃うち破やぶった。 6アドニベゼクは逃にげたが、彼かれらはそのあとを追おって彼かれを捕とらえ、その手足てあしの親指おやゆびを切きり放はなった。 7アドニベゼクは言いった、「かつて七十人にんの王おうたちが手足てあしの親指おやゆびを切きられて、わたしの食卓しょくたくの下したで、くずを拾ひろったことがあったが、神かみはわたしがしたように、わたしに報むくいられたのだ」。人々ひとびとは彼かれをエルサレムへ連つれて行いったが、彼かれはそこで死しんだ。
    


    
      8ユダの人々ひとびとはエルサレムを攻せめて、これを取とり、つるぎをもってこれを撃うち、町まちに火ひを放はなった。 9その後のち、ユダの人々ひとびとは山地さんちとネゲブと平地へいちに住すんでいるカナンびとと戦たたかうために下くだったが、 10ユダはまずヘブロンに住すんでいるカナンびとを攻せめて、セシャイとアヒマンとタルマイを撃うち破やぶった。ヘブロンのもとの名なはキリアテ・アルバであった。
    


    
      11またそこから進すすんでデビルの住民じゅうみんを攻せめた。（デビルのもとの名なはキリアテ・セペルであった。） 12時ときにカレブは言いった、「キリアテ・セペルを撃うって、これを取とる者ものには、わたしの娘むすめアクサを妻つまとして与あたえるであろう」。 13カレブの弟おとうとケナズの子こオテニエルがそれを取とったので、カレブは娘むすめアクサを妻つまとして彼かれに与あたえた。 14アクサは行いくとき彼女かのじょの父ちちに畑はたけを求もとめることを夫おっとにすすめられたので、アクサがろばから降おりると、カレブは彼女かのじょに言いった、「あなたは何なにを望のぞむのか」。 15アクサは彼かれに言いった、「わたしに贈おくり物ものをください。あなたはわたしをネゲブの地ちへやられるのですから、泉いずみをもください」。それでカレブは上うえの泉いずみと下したの泉いずみとを彼女かのじょに与あたえた。
    


    
      16モーセのしゅうとであるケニびとの子孫しそんはユダの人々ひとびとと共ともに、しゅろの町まちからアラドに近ちかいネゲブにあるユダの野のに上のぼってきて、アマレクびとと共ともに住すんだ。 17そしてユダはその兄弟きょうだいシメオンと共ともに行いって、ゼパテに住すんでいたカナンびとを撃うち、それをことごとく滅ほろぼした。これによってその町まちの名なはホルマと呼よばれた。 18ユダはまたガザとその地域ちいき、アシケロンとその地域ちいき、エクロンとその地域ちいきを取とった。 19主しゅがユダと共ともにおられたので、ユダはついに山地さんちを手てに入いれたが、平地へいちに住すんでいた民たみは鉄てつの戦車せんしゃをもっていたので、これを追おい出だすことができなかった。 20人々ひとびとはモーセがかつて言いったように、ヘブロンをカレブに与あたえたので、カレブはその所ところからアナクの三人にんの子こを追おい出だした。 21ベニヤミンの人々ひとびとはエルサレムに住すんでいたエブスびとを追おい出ださなかったので、エブスびとは今日こんにちまでベニヤミンの人々ひとびとと共ともにエルサレムに住すんでいる。
    


    
      22ヨセフの一族いちぞくはまたベテルに攻せめ上のぼったが、主しゅは彼かれらと共ともにおられた。 23すなわちヨセフの一族いちぞくは人ひとをやってベテルを探さぐらせた。この町まちのもとの名なはルズであった。 24その斥候せっこうたちは町まちから出でてきた人ひとを見みて、言いった、「どうぞこの町まちにはいる道みちを教おしえてください。そうすればわたしたちはあなたに恵めぐみを施ほどこしましょう」。 25彼かれが町まちにはいる道みちを教おしえたので、彼かれらはつるぎをもって町まちを撃うった。しかし、かの人ひととその家族かぞくは自由じゆうに去さらせた。 26その人ひとはヘテびとの地ちに行いって町まちを建たて、それをルズと名なづけた。これは今日こんにちまでその名なである。
    


    
      27マナセはベテシャンとその村里むらざとの住民じゅうみん、タアナクとその村里むらざとの住民じゅうみん、ドルとその村里むらざとの住民じゅうみん、イブレアムとその村里むらざとの住民じゅうみん、メギドとその村里むらざとの住民じゅうみんを追おい出ださなかったので、カナンびとは引ひき続つづいてその地ちに住すんでいたが、 28イスラエルは強つよくなったとき、カナンびとを強制きょうせい労働ろうどうに服ふくさせ、彼かれらをことごとくは追おい出ださなかった。
    


    
      29またエフライムはゲゼルに住すんでいたカナンびとを追おい出ださなかったので、カナンびとはゲゼルにおいて彼かれらのうちに住すんでいた。
    


    
      30ゼブルンはキテロンの住民じゅうみんおよびナハラルの住民じゅうみんを追おい出ださなかったので、カナンびとは彼かれらのうちに住すんで強制きょうせい労働ろうどうに服ふくした。
    


    
      31アセルはアッコの住民じゅうみんおよびシドン、アヘラブ、アクジブ、ヘルバ、アピク、レホブの住民じゅうみんを追おい出ださなかったので、 32アセルびとは、その地ちの住民じゅうみんであるカナンびとのうちに住すんでいた。彼かれらが追おい出ださなかったからである。
    


    
      33ナフタリはベテシメシの住民じゅうみんおよびベテアナテの住民じゅうみんを追おい出ださずに、その地ちの住民じゅうみんであるカナンびとのうちに住すんでいた。しかしベテシメシとベテアナテの住民じゅうみんは、ついに彼かれらの強制きょうせい労働ろうどうに服ふくした。
    


    
      34アモリびとはダンの人々ひとびとを山地さんちに追おい込こんで平地へいちに下くだることを許ゆるさなかった。 35アモリびとは引ひき続つづいてハルヘレス、アヤロン、シャラビムに住すんでいたが、ヨセフの一族いちぞくの手てが強つよくなったので、彼かれらは強制きょうせい労働ろうどうに服ふくした。 36アモリびとの境さかいはアクラビムの坂さかからセラを経へて上うえの方ほうに及およんだ。
    

  


  


  
    第二章


    
      1主しゅの使つかいがギルガルからボキムに上のぼって言いった、「わたしはあなたがたをエジプトから上のぼらせて、あなたがたの先祖せんぞに誓ちかった地ちに連つれてきて、言いった、『わたしはあなたと結むすんだ契約けいやくを決けっして破やぶることはない。 2あなたがたはこの国くにの住民じゅうみんと契約けいやくを結むすんではならない。彼かれらの祭壇さいだんをこぼたなければならない』と。しかし、あなたがたはわたしの命令めいれいに従したがわなかった。あなたがたは、なんということをしたのか。 3それでわたしは言いう、『わたしはあなたがたの前まえから彼かれらを追おい払はらわないであろう。彼かれらはかえってあなたがたの敵てきとなり、彼かれらの神々かみがみはあなたがたのわなとなるであろう』と」。 4主しゅの使つかいがこれらの言葉ことばをイスラエルのすべての人々ひとびとに告つげたので、民たみは声こえをあげて泣ないた。 5それでその所ところの名なをボキムと呼よんだ。そして彼かれらはその所ところで主しゅに犠牲ぎせいをささげた。
    


    
      6ヨシュアが民たみを去さらせたので、イスラエルの人々ひとびとはおのおのその領地りょうちへ行いって土地とちを獲えた。 7民たみはヨシュアの在世中ざいせいちゅうも、またヨシュアのあとに生いき残のこった長老ちょうろうたち、すなわち主しゅがかつてイスラエルのために行おこなわれたすべての大おおいなるわざを見みた人々ひとびとの在世中ざいせいちゅうも主しゅに仕つかえた。 8こうして主しゅのしもべヌンの子こヨシュアは百十歳さいで死しんだ。 9人々ひとびとは彼かれをエフライムの山地さんちのガアシ山やまの北きたのテムナテ・ヘレスにある彼かれの領地りょうち内うちに葬ほうむった。 10そしてその時代じだいの者ものもまたことごとくその先祖せんぞたちのもとにあつめられた。その後のちほかの時代じだいが起たったが、これは主しゅを知しらず、また主しゅがイスラエルのために行おこなわれたわざをも知しらなかった。
    


    
      11イスラエルの人々ひとびとは主しゅの前まえに悪あくを行おこない、もろもろのバアルに仕つかえ、 12かつてエジプトの地ちから彼かれらを導みちびき出だされた先祖せんぞたちの神かみ、主しゅを捨すてて、ほかの神々かみがみすなわち周囲しゅういにある国民こくみんの神々かみがみに従したがい、それにひざまずいて、主しゅの怒いかりをひき起おこした。 13すなわち彼かれらは主しゅを捨すてて、バアルとアシタロテに仕つかえたので、 14主しゅの怒いかりがイスラエルに対たいして燃もえ、かすめ奪うばう者ものの手てにわたして、かすめ奪うばわせ、かつ周囲しゅういのもろもろの敵てきの手てに売うられたので、彼かれらは再ふたたびその敵てきに立たち向むかうことができなかった。 15彼かれらがどこへ行いっても、主しゅの手ては彼かれらに災わざわいをした。これは主しゅがかつて言いわれ、また主しゅが彼かれらに誓ちかわれたとおりで、彼かれらはひどく悩なやんだ。
    


    
      16その時とき、主しゅはさばきづかさを起おこして、彼かれらをかすめ奪うばう者ものの手てから救すくい出だされた。 17しかし彼かれらはそのさばきづかさにも従したがわず、かえってほかの神々かみがみを慕したってそれと姦淫かんいんを行おこない、それにひざまずき、先祖せんぞたちが主しゅの命令めいれいに従したがって歩あゆんだ道みちを、いちはやく離はなれ去さって、そのようには行おこなわなかった。 18主しゅが彼かれらのためにさばきづかさを起おこされたとき、そのさばきづかさの在世中ざいせいちゅう、主しゅはさばきづかさと共ともにおられて、彼かれらを敵てきの手てから救すくい出だされた。これは彼かれらが自分じぶんをしえたげ悩なやました者もののゆえに、うめき悲かなしんだので、主しゅが彼かれらをあわれまれたからである。 19しかしさばきづかさが死しぬと、彼かれらはそむいて、先祖せんぞたちにまさって悪あくを行おこない、ほかの神々かみがみに従したがってそれに仕つかえ、それにひざまずいてそのおこないをやめず、かたくなな道みちを離はなれなかった。 20それで主しゅはイスラエルに対たいし激はげしく怒いかって言いわれた、「この民たみはわたしがかつて先祖せんぞたちに命めいじた契約けいやくを犯おかし、わたしの命令めいれいに従したがわないゆえ、 21わたしもまたヨシュアが死しんだときに残のこしておいた国民こくみんを、この後のち、彼かれらの前まえから追おい払はらわないであろう。 22これはイスラエルが、先祖せんぞたちの守まもったように主しゅの道みちを守まもってそれに歩あゆむかどうかをわたしが試こころみるためである」。 23それゆえ主しゅはこれらの国民こくみんを急いそいで追おい払はらわずに残のこしておいて、ヨシュアの手てにわたされなかったのである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1すべてカナンのもろもろの戦争せんそうを知しらないイスラエルの人々ひとびとを試こころみるために、主しゅが残のこしておかれた国民こくみんは次つぎのとおりである。 2これはただイスラエルの代々よよの子孫しそん、特とくにまだ戦争せんそうを知しらないものに、それを教おしえ知しらせるためである。 3すなわちペリシテびとの五人にんの君きみたちと、すべてのカナンびとと、シドンびとおよびレバノン山やまに住すんで、バアル・ヘルモン山やまからハマテの入口いりぐちまでを占しめていたヒビびとなどであって、 4これらをもってイスラエルを試こころみ、主しゅがモーセによって先祖せんぞたちに命めいじられた命令めいれいに、彼かれらが従したがうかどうかを知しろうとされたのである。 5しかるにイスラエルの人々ひとびとはカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのうちに住すんで、 6彼かれらの娘むすめを妻つまにめとり、また自分じぶんたちの娘むすめを彼かれらのむすこに与あたえて、彼かれらの神々かみがみに仕つかえた。
    


    
      7こうしてイスラエルの人々ひとびとは主しゅの前まえに悪あくを行おこない、自分じぶんたちの神かみ、主しゅを忘わすれて、バアルおよびアシラに仕つかえた。 8そこで主しゅはイスラエルに対たいして激はげしく怒いかり、彼かれらをメソポタミヤの王おうクシャン・リシャタイムの手てに売うりわたされたので、イスラエルの人々ひとびとは八年ねんの間あいだ、クシャン・リシャタイムに仕つかえた。 9しかし、イスラエルの人々ひとびとが主しゅに呼よばわったとき、主しゅはイスラエルの人々ひとびとのために、ひとりの救助者きゅうじょしゃを起おこして彼かれらを救すくわれた。すなわちカレブの弟おとうと、ケナズの子こオテニエルである。 10主しゅの霊れいがオテニエルに臨のぞんだので、彼かれはイスラエルをさばいた。彼かれが戦たたかいに出でると、主しゅはメソポタミヤの王おうクシャン・リシャタイムをその手てにわたされたので、オテニエルの手てはクシャン・リシャタイムに勝かち、 11国くには四十年ねんのあいだ太平たいへいであった。ケナズの子こオテニエルはついに死しんだ。
    


    
      12イスラエルの人々ひとびとはまた主しゅの前まえに悪あくをおこなった。すなわち彼かれらが主しゅの前まえに悪あくをおこなったので、主しゅはモアブの王おうエグロンを強つよめて、イスラエルに敵対てきたいさせられた。 13エグロンはアンモンおよびアマレクの人々ひとびとを集あつめ、きてイスラエルを撃うち、しゅろの町まちを占領せんりょうした。 14こうしてイスラエルの人々ひとびとは十八年ねんの間あいだモアブの王おうエグロンに仕つかえた。
    


    
      15しかしイスラエルの人々ひとびとが主しゅに呼よばわったとき、主しゅは彼かれらのために、ひとりの救助者きゅうじょしゃを起おこされた。すなわちベニヤミンびと、ゲラの子こ、左ひだりききのエホデである。イスラエルの人々ひとびとは彼かれによってモアブの王おうエグロンに、みつぎ物ものを送おくった。 16エホデは長ながさ一キュビトのもろ刃はのつるぎを作つくらせ、それを衣ころもの下した、右みぎのももの上うえに帯おびて、 17モアブの王おうエグロンにみつぎ物ものをもってきた。エグロンは非常ひじょうに肥こえた人ひとであった。 18エホデがみつぎ物ものをささげ終おわったとき、彼かれはみつぎ物ものをになってきた民たみを帰かえらせ、 19かれ自身じしんはギルガルに近ちかい石像せきぞうのある所ところから引ひきかえして言いった、「王おうよ、わたしはあなたに申もうしあげる機密きみつをもっています」。そこで王おうは「さがっておれ」と言いったので、かたわらに立たっている者ものは皆みな出でて行いった。 20エホデが王おうのところにはいって来くると、王おうはひとりで涼すずみの高殿たかどのに座ざしていたので、エホデが「わたしは神かみの命いのちによってあなたに申もうしあげることがあります」と言いうと、王おうは座ざから立たちあがった。 21そのときエホデは左ひだりの手てを伸のばし、右みぎのももからつるぎをとって王おうの腹はらを刺さした。 22つるぎのつかも刃はと共ともにはいったが、つるぎを腹はらから抜ぬき出ださなかったので、脂肪しぼうが刃はをふさいだ。そして汚物おぶつが出でた。 23エホデは廊下ろうかに出でて、王おうのおる高殿たかどのの戸とを閉とじ、錠じょうをおろした。
    


    
      24彼かれが出でた後のち、王おうのしもべどもがきて、高殿たかどのの戸とに錠じょうのおろされてあるのを見みて、「王おうはきっと涼すずみ殿どののへやで足あしをおおっておられるのだ」と思おもった。 25しもべどもは長ながいあいだ待まっていたが、王おうがなお高殿たかどのの戸とを開ひらかないので、心配しんぱいしてかぎをとって開ひらいて見みると、王おうは床ゆかにたおれて死しんでいた。
    


    
      26エホデは彼かれらのためらうまに、のがれて石像せきぞうのある所ところを過すぎ、セイラに逃にげていった。 27彼かれが行いってエフライムの山地さんちにラッパを吹ふき鳴ならしたので、イスラエルの人々ひとびとは彼かれと共ともに山地さんちから下くだってエホデに従したがった。 28エホデは彼かれらに言いった、「わたしについてきなさい。主しゅはあなたがたの敵てきモアブびとをあなたがたの手てにわたされます」。そこで彼かれらはエホデに従したがって下くだり、ヨルダンの渡わたし場ばをおさえ、モアブびとをひとりも渡わたらせなかった。 29そのとき彼かれらはモアブびとおおよそ一万人にんを殺ころした。これはいずれも肥こえ太ふとった勇士ゆうしであって、ひとりも、のがれた者ものがなかった。 30こうしてモアブはその日ひイスラエルの手てに服ふくし、国くには八十年ねんのあいだ太平たいへいであった。
    


    
      31エホデの後のち、アナテの子こシャムガルが起おこり、牛うしのむちをもってペリシテびと六百人にんを殺ころした。この人ひともまたイスラエルを救すくった。
    

  


  


  
    第四章


    
      1エホデが死しんだ後のち、イスラエルの人々ひとびとがまた主しゅの前まえに悪あくをおこなったので、 2主しゅは、ハゾルで世よを治おさめていたカナンの王おうヤビンの手てに彼かれらを売うりわたされた。ヤビンの軍勢ぐんぜいの長ちょうはハロセテ・ゴイムに住すんでいたシセラであった。 3彼かれは鉄てつの戦車せんしゃ九百両りょうをもち、二十年ねんの間あいだイスラエルの人々ひとびとを激はげしくしえたげたので、イスラエルの人々ひとびとは主しゅに向むかって呼よばわった。
    


    
      4そのころラピドテの妻つま、女おんな預言者よげんしゃデボラがイスラエルをさばいていた。 5彼女かのじょはエフライムの山地さんちのラマとベテルの間あいだにあるデボラのしゅろの木きの下したに座ざし、イスラエルの人々ひとびとは彼女かのじょのもとに上のぼってきて、さばきをうけた。 6デボラは人ひとをつかわして、ナフタリのケデシからアビノアムの子こバラクを招まねいて言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはあなたに、こう命めいじられるではありませんか、『ナフタリの部族ぶぞくとゼブルンの部族ぶぞくから一万人にんを率ひきい、行いって、タボル山やまに陣じんをしけ。 7わたしはヤビンの軍勢ぐんぜいの長ちょうシセラとその戦車せんしゃと軍隊ぐんたいとをキション川かわに引ひき寄よせて、あなたに出であわせ、彼かれをあなたの手てにわたすであろう』」。 8バラクは彼女かのじょに言いった、「あなたがもし一緒いっしょに行いってくだされば、わたしは行いきます。しかし、一緒いっしょに行いってくださらないならば、行いきません」。 9デボラは言いった、「必かならずあなたと一緒いっしょに行いきます。しかしあなたは今いま行いく道みちでは誉ほまれを得えないでしょう。主しゅはシセラを女おんなの手てにわたされるからです」。デボラは立たってバラクと一緒いっしょにケデシに行いった。 10バラクはゼブルンとナフタリをケデシに呼よび集あつめ、一万人にんを従したがえて上のぼった。デボラも彼かれと共ともに上のぼった。
    


    
      11時ときにケニびとヘベルはモーセのしゅうとホバブの子孫しそんであるケニびとから分わかれて、ケデシに近ちかいザアナイムのかしの木きまでも遠とおく行いって天幕てんまくを張はっていた。
    


    
      12アビノアムの子こバラクがタボル山やまに上のぼったと、人々ひとびとがシセラに告つげたので、 13シセラは自分じぶんの戦車せんしゃの全部ぜんぶすなわち鉄てつの戦車せんしゃ九百両りょうと、自分じぶんと共ともにおるすべての民たみをハロセテ・ゴイムからキション川かわに呼よび集あつめた。 14デボラはバラクに言いった、「さあ、立たちあがりなさい。きょうは主しゅがシセラをあなたの手てにわたされる日ひです。主しゅはあなたに先立さきだって出でられるではありませんか」。そこでバラクは一万人にんを従したがえてタボル山やまから下くだった。 15主しゅはつるぎをもってシセラとすべての戦車せんしゃおよび軍勢ぐんぜいをことごとくバラクの前まえに撃うち敗やぶられたので、シセラは戦車せんしゃから飛とびおり、徒歩とほで逃にげ去さった。 16バラクは戦車せんしゃと軍勢ぐんぜいとを追撃ついげきしてハロセテ・ゴイムまで行いった。シセラの軍勢ぐんぜいはことごとくつるぎにたおれて、残のこったものはひとりもなかった。
    


    
      17しかしシセラは徒歩とほで逃にげ去さって、ケニびとヘベルの妻つまヤエルの天幕てんまくに行いった。ハゾルの王おうヤビンとケニびとヘベルの家いえとは互たがいにむつまじかったからである。 18ヤエルは出でてきてシセラを迎むかえ、彼かれに言いった、「おはいりください。主しゅよ、どうぞうちへおはいりください。恐おそれるにはおよびません」。シセラが天幕てんまくにはいったので、ヤエルは毛布もうふをもって彼かれをおおった。 19シセラはヤエルに言いった、「どうぞ、わたしに水みずを少すこし飲のませてください。のどがかわきましたから」。ヤエルは乳ちちの皮かわ袋ぶくろを開ひらいて彼かれに飲のませ、また彼かれをおおった。 20シセラはまたヤエルに言いった、「天幕てんまくの入口いりぐちに立たっていてください。もし人ひとがきて、あなたに『だれか、ここにおりますか』と問とうならば『おりません』と答こたえてください」。 21しかし彼かれが疲つかれて熟睡じゅくすいしたとき、ヘベルの妻つまヤエルは天幕てんまくのくぎを取とり、手てに槌つちを携たずさえて彼かれに忍しのび寄より、こめかみにくぎを打うち込こんで地ちに刺さし通とおしたので、彼かれは息いき絶たえて死しんだ。 22バラクがシセラを追おってきたとき、ヤエルは彼かれを出迎でむかえて言いった、「おいでなさい。あなたが求もとめている人ひとをお見みせしましょう」。彼かれがヤエルの天幕てんまくにはいって見みると、シセラはこめかみにくぎを打うたれて倒たおれて死しんでいた。
    


    
      23こうしてその日ひ、神かみはカナンの王おうヤビンをイスラエルの人々ひとびとの前まえに撃うち敗やぶられた。 24そしてイスラエルの人々ひとびとの手てはますますカナンびとの王おうヤビンの上うえに重おもくなって、ついにカナンの王おうヤビンを滅ほろぼすに至いたった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1その日ひデボラとアビノアムの子こバラクは歌うたって言いった。

      
        2「イスラエルの指導者しどうしゃたちは先さきに立たち、

        民たみは喜よろこび勇いさんで進すすみ出でた。

        主しゅをさんびせよ。

        3もろもろの王おうよ聞きけ、

        もろもろの君きみよ、耳みみを傾かたむけよ。

        わたしは主しゅに向むかって歌うたおう、

        わたしはイスラエルの神かみ、主しゅをほめたたえよう。

        4主しゅよ、あなたがセイルを出で、

        エドムの地ちから進すすまれたとき、

        地ちは震ふるい、天てんはしたたり、

        雲くもは水みずをしたたらせた。

        5もろもろの山やまは主しゅの前まえに揺ゆり動うごき、

        シナイの主しゅ、すなわちイスラエルの神かみ、主しゅの前まえに揺ゆり動うごいた。

        6アナテの子こシャムガルのとき、

        ヤエルの時ときには隊商たいしょうは絶たえ、

        旅人たびびとはわき道みちをとおった。

        7イスラエルには農民のうみんが絶たえ、

        かれらは絶たえ果はてたが、

        デボラよ、ついにあなたは立たちあがり、

        立たってイスラエルの母ははとなった。

        8人々ひとびとが新あたらしい神々かみがみを選えらんだとき、

        戦たたかいは門もんに及およんだ。

        イスラエルの四万人にんのうちに、

        盾たてあるいは槍やりの見みられたことがあったか。

        9わたしの心こころは民たみのうちの喜よろこび勇いさんで

        進すすみ出でたイスラエルのつかさたちと共ともにある。

        主しゅをさんびせよ。

        10茶色ちゃいろのろばに乗のるもの、

        毛氈もうせんの上うえにすわるもの、

        および道みちを歩あゆむものよ、共ともに歌うたえ。

        11楽人がくじんの調しらべは水みずくむ所ところに聞きこえる。

        かれらはそこで主しゅの救すくいを唱となえ、

        イスラエルの農民のうみんの救すくいを唱となえている。

        その時とき、主しゅの民たみは門もんに下くだって行いった。

        12起おきよ、起おきよ、デボラ。

        起おきよ、起おきよ、歌うたをうたえ。

        立たてよ、バラク、とりこを捕とらえよ、

        アビノアムの子こよ。

        13その時とき、残のこった者ものは尊たっとい者もののように下くだって行いき、

        主しゅの民たみは勇士ゆうしのように下くだって行いった。

        14彼かれらはエフライムから出でて谷たにに進すすみ、

        兄弟きょうだいベニヤミンはあなたの民たみのうちにある。

        マキルからはつかさたちが下くだって行いき、

        ゼブルンからは指揮しきを執とるものが下くだって行いった。

        15イッサカルの君きみたちはデボラと共ともにおり、

        イッサカルはバラクと同おなじく、

        直ただちにそのあとについて谷たにに突進とっしんした。

        しかしルベンの氏族しぞくは大おおいに思案しあんした。

        16なぜ、あなたは、おりの間あいだにとどまって、

        羊ひつじの群むれに笛ふえ吹ふくのを聞きいているのか。

        ルベンの氏族しぞくは大おおいに思案しあんした。

        17ギレアデはヨルダンの向むこうにとどまっていた。

        なぜ、ダンは舟ふねのかたわらにとどまったか。

        アセルは浜はまべに座ざし、

        その波止場はとばのかたわらにとどまっていた。

        18ゼブルンは命いのちをすてて、死しを恐おそれぬ民たみである。

        野のの高たかい所ところにおるナフタリもまたそうであった。

        19もろもろの王おうたちはきて戦たたかった。

        その時ときカナンの王おうたちは、

        メギドの水みずのほとりのタアナクで戦たたかった。

        彼かれらは一片いっぺんの銀ぎんをも獲えなかった。

        20もろもろの星ほしは天てんより戦たたかい、

        その軌道きどうをはなれてシセラと戦たたかった。

        21キションの川かわは彼かれらを押おし流ながした、

        激はげしく流ながれる川かわ、キションの川かわ。

        わが魂たましいよ、勇いさましく進すすめ。

        22その時とき、軍馬ぐんばははせ駆かけり、

        馬うまのひずめは地ちを踏ふみならした。

        23主しゅの使つかいは言いった、『メロズをのろえ、

        激はげしくその民たみをのろえ、

        彼かれらはきて主しゅを助たすけず、

        主しゅを助たすけて勇士ゆうしを攻せめなかったからである』。

        24ケニびとヘベルの妻つまヤエルは、

        女おんなのうちの最もっとも恵めぐまれた者もの、

        天幕てんまくに住すむ女おんなのうち最もっとも恵めぐまれた者ものである。

        25シセラが水みずを求もとめると、ヤエルは乳ちちを与あたえた。

        すなわち貴重きちょうな鉢はちに凝乳ぎょうにゅうを盛もってささげた。

        26ヤエルはくぎに手てをかけ、

        右手みぎてに重おもい槌つちをとって、

        シセラを打うち、その頭あたまを砕くだき、

        粉々こなごなにして、そのこめかみを打うち貫つらぬいた。

        27シセラはヤエルの足あしもとにかがんで倒たおれ伏ふし、

        その足あしもとにかがんで倒たおれ、

        そのかがんだ所ところに倒たおれて死しんだ。

        28シセラの母ははは窓まどからながめ、

        格子こうし窓まどから叫さけんで言いった、

        『どうして彼かれの車くるまの来くるのがおそいのか、

        どうして彼かれの車くるまの歩あゆみがはかどらないのか』。

        29その侍女じじょたちの賢かしこい者ものは答こたえ、

        母ははまたみずからおのれに答こたえて言いった、

        30『彼かれらは獲物えものを得えて、

        それを分わけているのではないか、

        人ひとごとにひとり、ふたりのおなごを取とり、

        シセラの獲物えものは色いろ染ぞめの衣ころも、

        縫ぬい取とりした色いろ染ぞめの衣ころもの獲物えものであろう。

        すなわち縫ぬい取とりした色いろ染ぞめの衣ころも二つを、

        獲物えものとしてそのくびにまとうであろう』。

        31主しゅよ、あなたの敵てきはみなこのように滅ほろび、

        あなたを愛あいする者ものを

        太陽たいようの勢いきおいよく上のぼるようにしてください」。

      
こうして後のち、国くには四十年ねんのあいだ太平たいへいであった。
    

  


  


  
    第六章


    
      1イスラエルの人々ひとびとはまた主しゅの前まえに悪あくをおこなったので、主しゅは彼かれらを七年ねんの間あいだミデアンびとの手てにわたされた。 2ミデアンびとの手てはイスラエルに勝かった。イスラエルの人々ひとびとはミデアンびとのゆえに、山やまにある岩屋いわやと、ほら穴あなと要害ようがいとを自分じぶんたちのために造つくった。 3イスラエルびとが種たねをまいた時ときには、いつもミデアンびと、アマレクびとおよび東方とうほうの民たみが上のぼってきてイスラエルびとを襲おそい、 4イスラエルびとに向むかって陣じんを取とり、地ちの産物さんぶつを荒あらしてガザの附近ふきんにまで及および、イスラエルのうちに命いのちをつなぐべき物ものを残のこさず、羊ひつじも牛うしもろばも残のこさなかった。 5彼かれらが家畜かちくと天幕てんまくを携たずさえて、いなごのように多おおく上のぼってきたからである。すなわち彼かれらとそのらくだは無数むすうであって、彼かれらは国くにを荒あらすためにはいってきたのであった。 6こうしてイスラエルはミデアンびとのために非常ひじょうに衰おとろえ、イスラエルの人々ひとびとは主しゅに呼よばわった。
    


    
      7イスラエルの人々ひとびとがミデアンびとのゆえに、主しゅに呼よばわったとき、 8主しゅはひとりの預言者よげんしゃをイスラエルの人々ひとびとにつかわして彼かれらに言いわれた、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、『わたしはかつてあなたがたをエジプトから導みちびき上のぼり、あなたがたを奴隷どれいの家いえから携たずさえ出だし、 9エジプトびとの手ておよびすべてあなたがたをしえたげる者ものの手てから救すくい出だし、あなたがたの前まえから彼かれらを追おい払はらって、その国くにをあなたがたに与あたえた。 10そしてあなたがたに言いった、「わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。あなたがたが住すんでいる国くにのアモリびとの神々かみがみを恐おそれてはならない」と。しかし、あなたがたはわたしの言葉ことばに従したがわなかった』」。
    


    
      11さて主しゅの使つかいがきて、アビエゼルびとヨアシに属ぞくするオフラにあるテレビンの木きの下したに座ざした。時ときにヨアシの子こギデオンはミデアンびとの目めを避さけるために酒さかぶねの中なかで麦むぎを打うっていたが、 12主しゅの使つかいは彼かれに現あらわれて言いった、「大だい勇士ゆうしよ、主しゅはあなたと共ともにおられます」。 13ギデオンは言いった、「ああ、君きみよ、主しゅがわたしたちと共ともにおられるならば、どうしてこれらの事ことがわたしたちに臨のぞんだのでしょう。わたしたちの先祖せんぞが『主しゅはわれわれをエジプトから導みちびき上のぼられたではないか』といって、わたしたちに告つげたそのすべての不思議ふしぎなみわざはどこにありますか。今いま、主しゅはわたしたちを捨すてて、ミデアンびとの手てにわたされました」。 14主しゅはふり向むいて彼かれに言いわれた、「あなたはこのあなたの力ちからをもって行いって、ミデアンびとの手てからイスラエルを救すくい出だしなさい。わたしがあなたをつかわすのではありませんか」。 15ギデオンは主しゅに言いった、「ああ主しゅよ、わたしはどうしてイスラエルを救すくうことができましょうか。わたしの氏族しぞくはマナセのうちで最もっとも弱よわいものです。わたしはまたわたしの父ちちの家族かぞくのうちで最もっとも小ちいさいものです」。 16主しゅは言いわれた、「しかし、わたしがあなたと共ともにおるから、ひとりを撃うつようにミデアンびとを撃うつことができるでしょう」。 17ギデオンはまた主しゅに言いった、「わたしがもしあなたの前まえに恵めぐみを得えていますならば、どうぞ、わたしと語かたるのがあなたであるというしるしを見みせてください。 18どうぞ、わたしが供そなえ物ものを携たずさえてあなたのもとにもどってきて、あなたの前まえに供そなえるまで、ここを去さらないでください」。主しゅは言いわれた、「わたしはあなたがもどって来くるまで待まちましょう」。
    


    
      19そこでギデオンは自分じぶんの家いえに行いって、やぎの子こを整ととのえ、一エパの粉こなで種たね入いれぬパンをつくり、肉にくをかごに入いれ、あつものをつぼに盛もり、テレビンの木きの下したにおる彼かれのもとに持もってきて、それを供そなえた。 20神かみの使つかいは彼かれに言いった、「肉にくと種たね入いれぬパンをとって、この岩いわの上うえに置おき、それにあつものを注そそぎなさい」。彼かれはそのようにした。 21すると主しゅの使つかいが手てにもっていたつえの先さきを出だして、肉にくと種たね入いれぬパンに触ふれると、岩いわから火ひが燃もえあがって、肉にくと種たね入いれぬパンとを焼やきつくした。そして主しゅの使つかいは去さって見みえなくなった。 22ギデオンはその人ひとが主しゅの使つかいであったことをさとって言いった、「ああ主しゅなる神かみよ、どうなることでしょう。わたしは顔かおをあわせて主しゅの使つかいを見みたのですから」。 23主しゅは彼かれに言いわれた、「安心あんしんせよ、恐おそれるな。あなたは死しぬことはない」。 24そこでギデオンは主しゅのために祭壇さいだんをそこに築きずいて、それを「主しゅは平安へいあん」と名なづけた。これは今日こんにちまでアビエゼルびとのオフラにある。
    


    
      25その夜よ、主しゅはギデオンに言いわれた、「あなたの父ちちの雄牛おうしと七歳さいの第だい二の雄牛おうしとを取とり、あなたの父ちちのもっているバアルの祭壇さいだんを打うちこわし、そのかたわらにあるアシラ像ぞうを切きり倒たおし、 26あなたの神かみ、主しゅのために、このとりでの頂いただきに、石いしを並ならべて祭壇さいだんを築きずき、第だい二の雄牛おうしを取とり、あなたが切きり倒たおしたアシラの木きをもって燔祭はんさいをささげなさい」。 27ギデオンはしもべ十人にんを連つれて、主しゅが言いわれたとおりにおこなった。ただし彼かれは父ちちの家族かぞくのもの、および町まちの人々ひとびとを恐おそれたので、昼ひるそれを行おこなうことができず、夜よるそれを行おこなった。
    


    
      28町まちの人々ひとびとが朝あさ早はやく起おきて見みると、バアルの祭壇さいだんは打うちこわされ、そのかたわらのアシラ像ぞうは切きり倒たおされ、新あらたに築きずいた祭壇さいだんの上うえに、第だい二の雄牛おうしがささげられてあった。 29そこで彼かれらは互たがいに「これはだれのしわざか」と言いって問とい尋たずねたすえ、「これはヨアシの子こギデオンのしわざだ」と言いった。 30町まちの人々ひとびとはヨアシに言いった、「あなたのむすこを引ひき出だして殺ころしなさい。彼かれはバアルの祭壇さいだんを打うちこわしそのかたわらにあったアシラ像ぞうを切きり倒たおしたのです」。 31しかしヨアシは自分じぶんに向むかって立たっているすべての者ものに言いった、「あなたがたはバアルのために言いい争あらそうのですか。あるいは彼かれを弁護べんごしようとなさるのですか。バアルのために言いい争あらそう者ものは、あすの朝あさまでに殺ころされるでしょう。バアルがもし神かみであるならば、自分じぶんの祭壇さいだんが打うちこわされたのだから、彼かれみずから言いい争あらそうべきです」。 32そこでその日ひ、「自分じぶんの祭壇さいだんが打うちこわされたのだから、バアルみずからその人ひとと言いい争あらそうべきです」と言いったので、ギデオンはエルバアルと呼よばれた。 33時ときにミデアンびと、アマレクびとおよび東方とうほうの民たみがみな集あつまってヨルダン川がわを渡わたり、エズレルの谷たにに陣じんを取とったが、 34主しゅの霊れいがギデオンに臨のぞみ、ギデオンがラッパを吹ふいたので、アビエゼルびとは集あつまって彼かれに従したがった。 35次つぎに彼かれがあまねくマナセに使者ししゃをつかわしたので、マナセびともまた集あつまって彼かれに従したがった。彼かれがまたアセル、ゼブルンおよびナフタリに使者ししゃをつかわすと、その人々ひとびとも上のぼって彼かれを迎むかえた。
    


    
      36ギデオンは神かみに言いった、「あなたがかつて言いわれたように、わたしの手てによってイスラエルを救すくおうとされるならば、 37わたしは羊ひつじの毛け一頭とう分ぶんを打うち場ばに置おきますから、露つゆがその羊ひつじの毛けの上うえにだけあって、地ちがすべてかわいているようにしてください。これによってわたしは、あなたがかつて言いわれたように、わたしの手てによってイスラエルをお救すくいになることを知しるでしょう」。 38すなわちそのようになった。彼かれが翌朝よくあさ早はやく起おきて、羊ひつじの毛けをかき寄よせ、その毛けから露つゆを絞しぼると、鉢はちに満みちるほどの水みずが出でた。 39ギデオンは神かみに言いった、「わたしをお怒いかりにならないように願ねがいます。わたしにもう一度どだけ言いわせてください。どうぞ、もう一度どだけ羊ひつじの毛けをもってためさせてください。どうぞ、羊ひつじの毛けだけをかわかして、地ちにはことごとく露つゆがあるようにしてください」。 40神かみはその夜よる、そうされた。すなわち羊ひつじの毛けだけかわいて、地ちにはすべて露つゆがあった。
    

  


  


  
    第七章


    
      1さてエルバアルと呼よばれるギデオンおよび彼かれと共ともにいたすべての民たみは朝あさ早はやく起おき、ハロデの泉いずみのほとりに陣じんを取とった。ミデアンびとの陣じんは彼かれらの北きたの方ほうにあり、モレの丘おかに沿そって谷たにの中なかにあった。
    


    
      2主しゅはギデオンに言いわれた、「あなたと共ともにおる民たみはあまりに多おおい。ゆえにわたしは彼かれらの手てにミデアンびとをわたさない。おそらくイスラエルはわたしに向むかってみずから誇ほこり、『わたしは自身じしんの手てで自分じぶんを救すくったのだ』と言いうであろう。 3それゆえ、民たみの耳みみに触ふれ示しめして、『だれでも恐おそれおののく者ものは帰かえれ』と言いいなさい」。こうしてギデオンは彼かれらを試こころみたので、民たみのうち帰かえった者ものは二万二千人にんあり、残のこった者ものは一万人にんであった。
    


    
      4主しゅはまたギデオンに言いわれた、「民たみはまだ多おおい。彼かれらを導みちびいて水みずぎわに下くだりなさい。わたしはそこで、あなたのために彼かれらを試こころみよう。わたしがあなたに告つげて『この人ひとはあなたと共ともに行いくべきだ』と言いう者ものは、あなたと共ともに行いくべきである。またわたしがあなたに告つげて『この人ひとはあなたと共ともに行いってはならない』と言いう者ものは、だれも行いってはならない」。 5そこでギデオンが民たみを導みちびいて水みずぎわに下くだると、主しゅは彼かれに言いわれた、「すべて犬いぬのなめるように舌したをもって水みずをなめる者ものはそれを別べつにしておきなさい。またすべてひざを折おり、かがんで水みずを飲のむ者ものもそうしなさい」。 6そして手てを口くちにあてて水みずをなめた者ものの数かずは三百人にんであった。残のこりの民たみはみなひざを折おり、かがんで水みずを飲のんだ。 7主しゅはギデオンに言いわれた、「わたしは水みずをなめた三百人にんの者ものをもって、あなたがたを救すくい、ミデアンびとをあなたの手てにわたそう。残のこりの民たみはおのおのその家いえに帰かえらせなさい」。 8そこで彼かれはかの三百人にんを留とめおき、残のこりのイスラエルびとの手てから、つぼとラッパを取とり、民たみをおのおのその天幕てんまくに帰かえらせた。時ときにミデアンびとの陣じんは下したの谷たにの中なかにあった。
    


    
      9その夜よる、主しゅはギデオンに言いわれた、「立たてよ、下くだっていって敵陣てきじんに攻せめ入いれ。わたしはそれをあなたの手てにわたす。 10もしあなたが下くだって行いくことを恐おそれるならば、あなたのしもべプラと共ともに敵陣てきじんに下くだっていって、 11彼かれらの言いうところを聞きけ。そうすればあなたの手てが強つよくなって、敵陣てきじんに攻せめ下くだることができるであろう」。ギデオンがしもべプラと共ともに下くだって、敵陣てきじんにある兵隊へいたいたちの前哨ぜんしょう地点ちてんに行いってみると、 12ミデアンびと、アマレクびとおよびすべての東方とうほうの民たみはいなごのように数多かずおおく谷たにに沿そって伏ふしていた。そのらくだは海うみべの砂すなのように多おおくて数かぞえきれなかった。 13ギデオンがそこへ行いったとき、ある人ひとがその仲間なかまに夢ゆめを語かたっていた。その人ひとは言いった、「わたしは夢ゆめを見みた。大麦おおむぎのパン一つがミデアンの陣中じんちゅうにころがってきて、天幕てんまくに達たっし、それを打うち倒たおし、くつがえしたので、天幕てんまくは倒たおれ伏ふした」。 14仲間なかまは答こたえて言いった、「それはイスラエルの人ひと、ヨアシの子こギデオンのつるぎにちがいない。神かみはミデアンとすべての軍勢ぐんぜいを彼かれの手てにわたされるのだ」。
    


    
      15ギデオンは夢ゆめの物語ものがたりとその解とき明あかしとを聞きいたので、礼拝れいはいし、イスラエルの陣営じんえいに帰かえり、そして言いった、「立たてよ、主しゅはミデアンの軍勢ぐんぜいをあなたがたの手てにわたされる」。 16そして彼かれは三百人にんを三組くみに分わけ、手てに手てにラッパと、からつぼとを取とらせ、つぼの中なかにたいまつをともさせ、 17彼かれらに言いった、「わたしを見みて、わたしのするようにしなさい。わたしが敵陣てきじんのはずれに達たっしたとき、あなたがたもわたしのするようにしなさい。 18わたしと共ともにおる者ものがみなラッパを吹ふくと、あなたがたもまたすべての陣営じんえいの四方しほうでラッパを吹ふき、『主しゅのためだ、ギデオンのためだ』と言いいなさい」。
    


    
      19こうしてギデオンと、彼かれと共ともにいた百人にんの者ものが、中更ちゅうこうの初はじめに敵陣てきじんのはずれに行いってみると、ちょうど番兵ばんぺいを交代こうたいした時ときであったので、彼かれらはラッパを吹ふき、手てに携たずさえていたつぼを打うち砕くだいた。 20すなわち三組くみの者ものがラッパを吹ふき、つぼを打うち砕くだき、左ひだりの手てにはたいまつをとり、右みぎの手てにはラッパを持もってそれを吹ふき、「主しゅのためのつるぎ、ギデオンのためのつるぎ」と叫さけんだ。 21そしておのおのその持もち場ばに立たち、敵陣てきじんを取とり囲かこんだので、敵てき軍ぐんはみな走はしり、大声おおごえをあげて逃にげ去さった。 22三百人にんのものがラッパを吹ふくと、主しゅは敵てき軍ぐんをしてみな互たがいに同志どうし打うちさせられたので、敵てき軍ぐんはゼレラの方ほう、ベテシッタおよびアベルメホラの境さかい、タバテの近ちかくまで逃にげ去さった。 23イスラエルの人々ひとびとはナフタリ、アセルおよび全ぜんマナセから集あつまってきて、ミデアンびとを追撃ついげきした。
    


    
      24ギデオンは使者ししゃをあまねくエフライムの山地さんちにつかわし、「下くだってきて、ミデアンびとを攻せめ、ベタバラに至いたるまでの流ながれを取とり、またヨルダンをも取とれ」と言いわせた。そこでエフライムの人々ひとびとはみな集あつまってきて、ベタバラに至いたるまでの流ながれを取とり、またヨルダンをも取とった。 25彼かれらはまたミデアンびとのふたりの君きみオレブとゼエブを捕とらえ、オレブをオレブ岩いわのほとりで殺ころし、ゼエブをゼエブの酒さかぶねのほとりで殺ころした。またミデアンびとを追撃ついげきし、オレブとゼエブの首くびを携たずさえてヨルダンの向むこうのギデオンのもとへ行いった。
    

  


  


  
    第八章


    
      1エフライムの人々ひとびとはギデオンに向むかい「あなたが、ミデアンびとと戦たたかうために行いかれたとき、われわれを呼よばれなかったが、どうしてそういうことをされたのですか」と言いって激はげしく彼かれを責せめた。 2ギデオンは彼かれらに言いった、「今いまわたしのした事ことは、あなたがたのした事ことと比くらべものになりましょうか。エフライムの拾ひろい集あつめた取とり残のこりのぶどうはアビエゼルの収穫しゅうかくしたぶどうにもまさるではありませんか。 3神かみはミデアンの君きみオレブとゼエブをあなたがたの手てにわたされました。わたしのなし得えた事ことは、あなたがたのした事ことと比くらべものになりましょうか」。ギデオンがこの言葉ことばを述のべると、彼かれらの憤いきどおりは解とけた。
    


    
      4ギデオンは自分じぶんに従したがっていた三百人にんと共ともにヨルダンに行いってこれを渡わたり、疲つかれながらもなお追撃ついげきしたが、 5彼かれはスコテの人々ひとびとに言いった、「どうぞわたしに従したがっている民たみにパンを与あたえてください。彼かれらが疲つかれているのに、わたしはミデアンの王おうゼバとザルムンナを追撃ついげきしているのですから」。 6スコテのつかさたちは言いった、「ゼバとザルムンナは、すでにあなたの手てのうちにあるのですか。われわれはどうしてあなたの軍勢ぐんぜいにパンを与あたえねばならないのですか」。 7ギデオンは言いった、「それならば主しゅがわたしの手てにゼバとザルムンナをわたされるとき、わたしは野ののいばらと、おどろをもって、あなたがたの肉にくを打うつであろう」。 8そしてギデオンはそこからペヌエルに上のぼり、同おなじことをペヌエルの人々ひとびとに述のべると、彼かれらもスコテの人々ひとびとが答こたえたように答こたえたので、 9ペヌエルの人々ひとびとに言いった、「わたしが安やすらかに帰かえってきたとき、このやぐらを打うちこわすであろう」。
    


    
      10さてゼバとザルムンナは軍勢ぐんぜいおおよそ一万五千人にんを率ひきいて、カルコルにいた。これは皆みな、東方とうほうの民たみの全ぜん軍ぐんのうち生いき残のこったもので、戦死せんしした者ものは、つるぎを帯おびているものが十二万人にんあった。 11ギデオンはノバとヨグベハの東ひがしの隊商たいしょうの道みちを上のぼって、敵てき軍ぐんの油断ゆだんしているところを撃うった。 12ゼバとザルムンナは逃にげたが、ギデオンは追撃ついげきして、ミデアンのふたりの王おうゼバとザルムンナを捕とらえ、その軍勢ぐんぜいをことごとく撃うち敗やぶった。
    


    
      13こうしてヨアシの子こギデオンはヘレスの坂さかをとおって戦たたかいから帰かえり、 14スコテの若者わかものひとりを捕とらえて、尋たずねたところ、彼かれはスコテのつかさたち及および長老ちょうろうたち七十七人にんの名なをギデオンのために書かきしるした。 15ギデオンはスコテの人々ひとびとのところへ行いって言いった、「あなたがたがかつて『ゼバとザルムンナはすでにあなたの手てのうちにあるのか。われわれはどうしてあなたの疲つかれた人々ひとびとにパンを与あたえねばならないのか』と言いって、わたしをののしったそのゼバとザルムンナを見みなさい」。 16そして彼かれは、その町まちの長老ちょうろうたちを捕とらえ、野ののいばらと、おどろとを取とり、それをもってスコテの人々ひとびとを懲こらし、 17またペヌエルのやぐらを打うちこわして町まちの人々ひとびとを殺ころした。
    


    
      18そしてギデオンはゼバとザルムンナに言いった、「あなたがたがタボルで殺ころしたのは、どんな人々ひとびとであったか」。彼かれらは答こたえた、「彼かれらはあなたに似にてみな王子おうじのように見みえました」。 19ギデオンは言いった、「彼かれらはわたしの兄弟きょうだい、わたしの母ははの子こたちだ。主しゅは生いきておられる。もしあなたがたが彼かれらを生いかしておいたならば、わたしはあなたがたを殺ころさないのだが」。 20そして長子ちょうしエテルに言いった、「立たって、彼かれらを殺ころしなさい」。しかしその若者わかものはなお年としが若わかかったので、恐おそれてつるぎを抜ぬかなかった。 21そこでゼバとザルムンナは言いった、「あなた自身じしんが立たって、わたしたちを撃うってください。人ひとによってそれぞれ力ちからも違ちがいますから」。ギデオンは立たちあがってゼバとザルムンナを殺ころし、彼かれらのらくだの首くびに掛かけてあった月形つきがたの飾かざりを取とった。
    


    
      22イスラエルの人々ひとびとはギデオンに言いった、「あなたはミデアンの手てからわれわれを救すくわれたのですから、あなたも、あなたの子こも孫まごもわれわれを治おさめてください」。 23ギデオンは彼かれらに言いった、「わたしはあなたがたを治おさめることはいたしません。またわたしの子こもあなたがたを治おさめてはなりません。主しゅがあなたがたを治おさめられます」。 24ギデオンはまた彼かれらに言いった、「わたしはあなたがたに一つの願ねがいがあります。あなたがたのぶんどった耳輪みみわをめいめいわたしにください」。ミデアンびとはイシマエルびとであったゆえに、金きんの耳輪みみわを持もっていたからである。 25彼かれらは答こたえた、「わたしどもは喜よろこんでそれをさしあげます」。そして衣ころもをひろげ、めいめいぶんどった耳輪みみわをその中なかに投なげ入いれた。 26こうしてギデオンが求もとめて得えた金きんの耳輪みみわの重おもさは一千七百金きんシケルであった。ほかに月形つきがたの飾かざりと耳飾みみかざりと、ミデアンの王おうたちの着きた紫むらさきの衣ころもおよびらくだの首くびに掛かけた首飾くびかざりなどもあった。 27ギデオンはそれをもって一つのエポデを作つくり、それを自分じぶんの町まちオフラに置おいた。イスラエルは皆みなそれを慕したって姦淫かんいんをおこなった。それはギデオンとその家いえにとって、わなとなった。 28このようにしてミデアンはイスラエルの人々ひとびとに征服せいふくされて、再ふたたびその頭あたまをあげることができなかった。そして国くにはギデオンの世よにあるうち、四十年ねんのあいだ太平たいへいであった。
    


    
      29ヨアシの子こエルバアルは行いって自分じぶんの家いえに住すんだ。 30ギデオンは多おおくの妻つまをもっていたので、自分じぶんの子供こどもだけで七十人にんあった。 31シケムにいた彼かれのめかけがまたひとりの子こを産うんだので、アビメレクと名なづけた。 32ヨアシの子こギデオンは高齢こうれいに達たっして死しに、アビエゼルびとのオフラにある父ちちヨアシの墓はかに葬ほうむられた。
    


    
      33ギデオンが死しぬと、イスラエルの人々ひとびとはまたバアルを慕したって、これと姦淫かんいんを行おこない、バアル・ベリテを自分じぶんたちの神かみとした。 34すなわちイスラエルの人々ひとびとは周囲しゅういのもろもろの敵てきの手てから自分じぶんたちを救すくわれた彼かれらの神かみ、主しゅを覚おぼえず、 35またエルバアルすなわちギデオンがイスラエルのためにしたもろもろの善行ぜんこうに応おうじて彼かれの家族かぞくに親切しんせつをつくすこともしなかった。
    

  


  


  
    第九章


    
      1さてエルバアルの子こアビメレクはシケムに行いき、母ははの身内みうちの人ひとたちのもとに行いって、彼かれらと母ははの父ちちの家いえの一族いちぞくとに言いった、 2「どうぞ、シケムのすべての人々ひとびとの耳みみに告つげてください、『エルバアルのすべての子こ七十人にんであなたがたを治おさめるのと、ただひとりであなたがたを治おさめるのと、どちらがよいか。わたしがあなたがたの骨肉こつにくであることを覚おぼえてください』と」。 3そこで母ははの身内みうちの人ひとたちがアビメレクに代かわってこれらの言葉ことばをことごとくシケムのすべての人々ひとびとの耳みみに告つげると、彼かれらは心こころをアビメレクに傾かたむけ、「彼かれはわれわれの兄弟きょうだいだ」と言いって、 4バアル・ベリテの宮みやから銀ぎん七十シケルを取とって彼かれに与あたえた。アビメレクはそれをもって、やくざのならず者ものを雇やとって自分じぶんに従したがわせ、 5オフラにある父ちちの家いえに行いって、エルバアルの子こで、自分じぶんの兄弟きょうだいである七十人にんを、一つの石いしの上うえで殺ころした。ただしエルバアルの末すえの子こヨタムは身みを隠かくしたので生いき残のこった。 6そこでシケムのすべての人々ひとびととベテミロのすべての人々ひとびとは集あつまり、行いってシケムにある石いしの柱はしらのかたわらのテレビンの木きのもとで、アビメレクを立たてて王おうとした。
    


    
      7このことをヨタムに告つげる者ものがあったので、ヨタムは行いってゲリジム山やまの頂いただきに立たち、大声おおごえに叫さけんで彼かれらに言いった、「シケムの人々ひとびとよ、わたしに聞ききなさい。そうすれば神かみはあなたがたに聞きかれるでしょう。 8ある時とき、もろもろの木きが自分じぶんたちの上うえに王おうを立たてようと出でて行いってオリブの木きに言いった、『わたしたちの王おうになってください』。 9しかしオリブの木きは彼かれらに言いった、『わたしはどうして神かみと人ひととをあがめるために用もちいられるわたしの油あぶらを捨すてて行いって、もろもろの木きを治おさめることができましょう』。 10もろもろの木きはまたいちじくの木きに言いった、『きてわたしたちの王おうになってください』。 11しかしいちじくの木きは彼かれらに言いった、『わたしはどうしてわたしの甘味かんみと、わたしの良よい果実かじつとを捨すてて行いって、もろもろの木きを治おさめることができましょう』。 12もろもろの木きはまたぶどうの木きに言いった、『きてわたしたちの王おうになってください』。 13しかし、ぶどうの木きは彼かれらに言いった、『わたしはどうして神かみと人ひととを喜よろこばせるわたしのぶどう酒しゅを捨すてて行いって、もろもろの木きを治おさめることができましょう』。 14そこですべての木きはいばらに言いった、『きてわたしたちの王おうになってください』。 15いばらはもろもろの木きに言いった、『あなたがたが真実しんじつにわたしを立たてて王おうにするならば、きてわたしの陰かげに難なんを避さけなさい。そうしなければ、いばらから火ひが出でてレバノンの香柏こうはくを焼やきつくすでしょう』。
    


    
      16あなたがたがアビメレクを立たてて王おうにしたことは、真実しんじつと敬意けいいとをもってしたものですか。あなたがたはエルバアルとその家いえをよく扱あつかい、彼かれのおこないに応おうじてしたのですか。 17わたしの父ちちはあなたがたのために戦たたかい、自分じぶんの命いのちを投なげ出だして、あなたがたをミデアンの手てから救すくい出だしたのに、 18あなたがたは、きょう、わたしの父ちちの家いえに反抗はんこうして起おこり、その子こ七十人にんを一つの石いしの上うえで殺ころし、その腰元こしもとの子こアビメレクをあなたがたの身内みうちの者ものであるゆえに立たてて、シケムの人々ひとびとの王おうにしました。 19あなたがたが、きょう、エルバアルとその家いえになされたことが真実しんじつと敬意けいいをもってしたものであるならば、アビメレクのために喜よろこびなさい。彼かれもまたあなたがたのために喜よろこぶでしょう。 20しかし、そうでなければ、アビメレクから火ひが出でて、シケムの人々ひとびととベテミロとを焼やきつくし、またシケムの人々ひとびととベテミロからも火ひが出でてアビメレクを焼やきつくすでしょう」。 21こうしてヨタムは走はしって逃にげ去さり、ベエルに行いき、兄弟きょうだいアビメレクの顔かおをさけてそこに住すんだ。
    


    
      22アビメレクは三年ねんの間あいだイスラエルを治おさめたが、 23神かみはアビメレクとシケムの人々ひとびとの間あいだに悪霊あくれいをおくられたので、シケムの人々ひとびとはアビメレクを欺あざむくようになった。 24これはエルバアルの七十人にんの子こが受うけた暴虐ぼうぎゃくと彼かれらの血ちが、彼かれらを殺ころした兄弟きょうだいアビメレクの上うえと、彼かれの手てを強つよめてその兄弟きょうだいを殺ころさせたシケムの人々ひとびとの上うえとに報むくいとなってきたのである。 25シケムの人々ひとびとは彼かれに敵てきして待まち伏ぶせする者ものを山々やまやまの頂いただきにおき、すべてその道みちを通とおり過すぎる者ものを略奪りゃくだつさせた。このことがアビメレクに告つげ知しらされた。
    


    
      26さてエベデの子こガアルはその身内みうちの人々ひとびとと一緒いっしょにシケムに移住いじゅうしたが、シケムの人々ひとびとは彼かれを信用しんようした。 27人々ひとびとは畑はたけに出でてぶどうを取とり入いれ、それを踏ふみ絞しぼって祭まつりをし、神かみの宮みやに行いって飲のみ食くいしてアビメレクをのろった。 28そしてエベデの子こガアルは言いった、「アビメレクは何なにものか。シケムのわれわれは何なにものなれば彼かれに仕つかえなければならないのか。エルバアルの子ことその役人やくにんゼブルはシケムの先祖せんぞハモルの一族いちぞくに仕つかえたではないか。われわれはどうして彼かれに仕つかえなければならないのか。 29ああ、この民たみがわたしの手ての下したにあったらよいのだが。そうすればわたしはアビメレクをやめさせ、アビメレクに向むかって『おまえの軍勢ぐんぜいを増まして出でてこい』と言いうであろう」。
    


    
      30町まちのつかさゼブルはエベデの子こガアルの言葉ことばを聞きいて怒いかりを発はっし、 31使者ししゃをアルマにおるアビメレクにつかわして言いわせた、「エベデの子こガアルとその身内みうちの人々ひとびとがシケムにきて、町まちを騒さわがせ、あなたにそむかせようとしています。 32それであなたと、あなたと共ともにおる人々ひとびとが夜よるのうちに行いって、野のに身みを伏ふせ、 33朝あさになって、日ひののぼるとき、早はやく起おき出でて町まちを襲おそうならば、ガアルと、彼かれと共ともにおる民たみは出でてきて、あなたに抵抗ていこうするでしょう。その時ときあなたは機はたを得えて、彼かれらを撃うつことができるでしょう」。
    


    
      34アビメレクと、彼かれと共ともにいたすべての民たみは夜よるのうちに起おき出でて、四組くみに分わかれ、身みを伏ふせてシケムをうかがった。 35エベデの子こガアルが出でて、町まちの門もんの入口いりぐちに立たったとき、アビメレクと、彼かれと共ともにいた民たみが身みを伏ふせていたところから立たちあがったので、 36ガアルは民たみを見みてゼブルに言いった、「ごらんなさい。民たみが山々やまやまの頂いただきからおりてきます」。ゼブルは彼かれに言いった、「あなたは山々やまやまの影かげを人ひとのように見みるのです」。 37ガアルは再ふたたび言いった、「ごらんなさい。民たみが国くにの中央ちゅうおう部ぶからおりてきます。一組くみは占うらない師しのテレビンの木きの方ほうからきます」。 38ゼブルは彼かれに言いった、「あなたがかつて『アビメレクは何なにものか。われわれは何なにものなれば彼かれに仕つかえなければならないのか』と言いったあなたの口くちは今いまどこにありますか。これはあなたが侮あなどった民たみではありませんか。今いま、出でて彼かれらと戦たたかいなさい」。 39そこでガアルはシケムの人々ひとびとを率ひきい、出でてアビメレクと戦たたかったが、 40アビメレクは彼かれを追おったので、ガアルは彼かれの前まえから逃にげた。そして傷きずつき倒たおれる者ものが多おおく、門もんの入口いりぐちにまで及およんだ。 41こうしてアビメレクは引ひき続つづいてアルマにいたが、ゼブルはガアルとその身内みうちの人々ひとびとを追おい出だしてシケムにおらせなかった。
    


    
      42翌日よくじつ、民たみが畑はたけに出でると、そのことがアビメレクに聞きこえた。 43アビメレクは自分じぶんの民たみを率ひきい、それを三組くみに分わけ、野のに身みを伏ふせて、うかがっていると、民たみが町まちから出でてきたので、たちあがってこれを撃うった。 44アビメレクと、彼かれと共ともにいた組くみの者ものは襲おそって行いって、町まちの門もんの入口いりぐちに立たち、他たの二組くみは野のにいたすべてのものを襲おそって、それを殺ころした。 45アビメレクはその日ひ、終日しゅうじつ、町まちを攻せめ、ついに町まちを取とって、そのうちの民たみを殺ころし、町まちを破壊はかいして、塩しおをまいた。
    


    
      46シケムのやぐらの人々ひとびとは皆みなこれを聞きいて、エルベリテの宮みやの塔とうにはいった。 47シケムのやぐらの人々ひとびとが皆みな集あつまったことがアビメレクに聞きこえたので、 48アビメレクは自分じぶんと一緒いっしょにいた民たみをことごとく率ひきいてザルモン山さんにのぼり、アビメレクは手てにおのを取とって、木きの枝えだを切きり落おとし、それを取とりあげて自分じぶんの肩かたにのせ、一緒いっしょにいた民たみにむかって言いった、「あなたがたはわたしがしたことを見みたとおりに急いそいでしなさい」。 49そこで民たみもまた皆みなおのおのその枝えだを切きり落おとし、アビメレクに従したがって行いって、枝えだを塔とうによせかけ、塔とうに火ひをつけて彼かれらを攻せめた。こうしてシケムのやぐらの人々ひとびともまたことごとく死しんだ。男女だんじょおおよそ一千人にんであった。
    


    
      50ついでアビメレクはテベツに行いき、テベツに向むかって陣じんを張はり、これを攻せめ取とったが、 51町まちの中なかに一つの堅固けんごなやぐらがあって、すべての男女だんじょすなわち町まちの人々ひとびとが皆みなそこに逃にげ込こみ、あとを閉とざして、やぐらの屋根やねに上のぼったので、 52アビメレクはやぐらのもとに押おし寄よせてこれを攻せめ、やぐらの入口いりぐちに近ちかづいて、火ひをつけて焼やこうとしたとき、 53ひとりの女おんながアビメレクの頭あたまに、うすの上石うわいしを投なげて、その頭ず骸骨がいこつを砕くだいた。 54アビメレクは自分じぶんの武器ぶきを持もつ若者わかものを急いそぎ呼よんで言いった、「つるぎを抜ぬいてわたしを殺ころせ。さもないと人々ひとびとはわたしを、女おんなに殺ころされたのだと言いうであろう」。その若者わかものが彼かれを刺さし通とおしたので彼かれは死しんだ。 55イスラエルの人々ひとびとはアビメレクの死しんだのを見みて、おのおの去さって家いえに帰かえった。 56このように神かみはアビメレクがその兄弟きょうだい七十人にんを殺ころして、自分じぶんの父ちちに対たいして犯おかした悪あくに報むくいられた。 57また神かみはシケムの人々ひとびとのすべての悪あくを彼かれらのこうべに報むくいられた。こうしてエルバアルの子こヨタムののろいが、彼かれらに臨のぞんだのである。
    

  


  


  
    第十章


    
      1アビメレクの後のち、イッサカルの人ひとで、ドドの子こであるプワの子こトラが起たってイスラエルを救すくった。彼かれはエフライムの山地さんちのシャミルに住すみ、 2二十三年ねんの間あいだイスラエルをさばいたが、ついに死しんでシャミルに葬ほうむられた。
    


    
      3彼かれの後のちにギレアデびとヤイルが起たって二十二年ねんの間あいだイスラエルをさばいた。 4彼かれに三十人にんの子こがあった。彼かれらは三十頭とうのろばに乗のり、また三十の町まちをもっていた。ギレアデの地ちで今日こんにちまで、ハボテ・ヤイルと呼よばれているものがそれである。 5ヤイルは死しんで、カモンに葬ほうむられた。
    


    
      6イスラエルの人々ひとびとは再ふたたび主しゅの前まえに悪あくを行おこない、バアルとアシタロテおよびスリヤの神々かみがみ、シドンの神々かみがみ、モアブの神々かみがみ、アンモンびとの神々かみがみ、ペリシテびとの神々かみがみに仕つかえ、主しゅを捨すててこれに仕つかえなかった。 7主しゅはイスラエルに対たいして怒いかりを発はっし、彼かれらをペリシテびとの手ておよびアンモンびとの手てに売うりわたされたので、 8彼かれらはその年ねんイスラエルの人々ひとびとをしえたげ悩なやました。すなわち彼かれらはヨルダンの向むこうのギレアデにあるアモリびとの地ちにいたすべてのイスラエルびとを十八年ねんのあいだ悩なやました。 9またアンモンの人々ひとびとがユダとベニヤミンとエフライムの氏族しぞくを攻せめるためにヨルダンを渡わたってきたので、イスラエルは非常ひじょうに悩なやまされた。
    


    
      10そこでイスラエルの人々ひとびとは主しゅに呼よばわって言いった、「わたしたちはわたしたちの神かみを捨すててバアルに仕つかえ、あなたに罪つみを犯おかしました」。 11主しゅはイスラエルの人々ひとびとに言いわれた、「わたしはかつてエジプトびと、アモリびと、アンモンびと、ペリシテびとからあなたがたを救すくい出だしたではないか。 12またシドンびと、アマレクびとおよびマオンびとがあなたがたをしえたげた時とき、わたしに呼よばわったので、あなたがたを彼かれらの手てから救すくい出だした。 13しかしあなたがたはわたしを捨すてて、ほかの神々かみがみに仕つかえた。それゆえ、わたしはかさねてあなたがたを救すくわないであろう。 14あなたがたが選えらんだ神々かみがみに行いって呼よばわり、あなたがたの悩なやみの時とき、彼かれらにあなたがたを救すくわせるがよい」。 15イスラエルの人々ひとびとは主しゅに言いった、「わたしたちは罪つみを犯おかしました。なんでもあなたが良よいと思おもわれることをしてください。ただどうぞ、きょう、わたしたちを救すくってください」。 16そうして彼かれらは自分じぶんたちのうちから異ことなる神々かみがみを取とり除のぞいて、主しゅに仕つかえた。それで主しゅの心こころはイスラエルの悩なやみを見みるに忍しのびなくなった。
    


    
      17時ときにアンモンの人々ひとびとは召集しょうしゅうされてギレアデに陣じんを取とったが、イスラエルの人々ひとびとは集あつまってミヅパに陣じんを取とった。 18その時とき、民たみとギレアデの君きみたちとは互たがいに言いった、「だれがアンモンの人々ひとびとに向むかって戦たたかいを始はじめるか。その人ひとはギレアデのすべての民たみのかしらとなるであろう」。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1さてギレアデびとエフタは強つよい勇士ゆうしであったが遊女ゆうじょの子こで、エフタの父ちちはギレアデであった。 2ギレアデの妻つまも子供こどもを産うんだが、その妻つまの子供こどもたちが成長せいちょうしたとき、彼かれらはエフタを追おい出だして彼かれに言いった、「あなたはほかの女おんなの産うんだ子こだから、わたしたちの父ちちの家いえを継つぐことはできません」。 3それでエフタはその兄弟きょうだいたちのもとから逃にげ去さって、トブの地ちに住すんでいると、やくざ者ものがエフタのもとに集あつまってきて、彼かれと一緒いっしょに出でかけて略奪りゃくだつを事こととしていた。
    


    
      4日ひがたって後のち、アンモンの人々ひとびとはイスラエルと戦たたかうことになり、 5アンモンの人々ひとびとがイスラエルと戦たたかったとき、ギレアデの長老ちょうろうたちは行いってエフタをトブの地ちから連つれてこようとして、 6エフタに言いった、「きて、わたしたちの大将たいしょうになってください。そうすればわたしたちはアンモンの人々ひとびとと戦たたかうことができます」。 7エフタはギレアデの長老ちょうろうたちに言いった、「あなたがたはわたしを憎にくんで、わたしの父ちちの家いえから追おい出だしたではありませんか。しかるに今いまあなたがたが困こまっている時ときとはいえ、わたしのところに来くるとはどういうわけですか」。 8ギレアデの長老ちょうろうたちはエフタに言いった、「それでわたしたちは今いま、あなたに帰かえったのです。どうぞ、わたしたちと一緒いっしょに行いって、アンモンの人々ひとびとと戦たたかってください。そしてわたしたちとギレアデに住すんでいるすべてのものとのかしらになってください」。 9エフタはギレアデの長老ちょうろうたちに言いった、「もしあなたがたが、わたしをつれて帰かえって、アンモンの人々ひとびとと戦たたかわせるとき、主しゅが彼かれらをわたしにわたされるならば、わたしはあなたがたのかしらとなりましょう」。 10ギレアデの長老ちょうろうたちはエフタに言いった、「主しゅはあなたとわたしたちの間あいだの証人しょうにんです。わたしたちは必かならずあなたの言いわれるとおりにしましょう」。 11そこでエフタはギレアデの長老ちょうろうたちと一緒いっしょに行いった。民たみは彼かれを立たてて自分じぶんたちのかしらとし、大将たいしょうとした。それでエフタはミヅパで、自分じぶんの言葉ことばをことごとく主しゅの前まえに述のべた。
    


    
      12かくてエフタはアンモンの人々ひとびとの王おうに使者ししゃをつかわして言いった、「あなたはわたしとなんのかかわりがあって、わたしのところへ攻せめてきて、わたしの国くにと戦たたかおうとするのですか」。 13アンモンの人々ひとびとの王おうはエフタの使者ししゃに答こたえた、「昔むかし、イスラエルがエジプトから上のぼってきたとき、アルノンからヤボクに及および、またヨルダンに及およぶわたしの国くにを奪うばい取とったからです。それゆえ今いま、穏おだやかにそれを返かえしなさい」。 14エフタはまた使者ししゃをアンモンの人々ひとびとの王おうにつかわして、 15言いわせた、「エフタはこう申もうします、『イスラエルはモアブの地ちも、またアンモンの人々ひとびとの地ちも取とりませんでした。 16イスラエルはエジプトから上のぼってきたとき、荒野あらのをとおって紅海こうかいにいたり、カデシにきました。 17そしてイスラエルは使者ししゃをエドムの王おうにつかわして「どうぞ、われわれにあなたの国くにを通とおらせてください」と言いわせましたが、エドムの王おうは聞ききいれませんでした。また同おなじように人ひとをモアブの王おうにつかわしたが、彼かれも承諾しょうだくしなかったので、イスラエルはカデシにとどまりました。 18それから荒野あらのをとおって、エドムの地ちとモアブの地ちを回まわり、モアブの地ちの東部とうぶに達たっし、アルノンの向むこうに宿営しゅくえいしましたがモアブの領域りょういきには、はいりませんでした。アルノンはモアブの境さかいだからです。 19次つぎにイスラエルはヘシボンの王おうすなわちアモリびとの王おうシホンに使者ししゃをつかわし、シホンに向むかって「どうぞ、われわれにあなたの国くにをとおって、われわれの目的もくてき地ちへ行いかせてください」と言いわせました。 20ところがシホンはイスラエルを信しんぜず、その領域りょういきを通とおらせないばかりか、かえってすべての民たみを集あつめてヤハヅに陣じんを取とり、イスラエルと戦たたかいましたが、 21イスラエルの神かみ、主しゅはシホンとそのすべての民たみをイスラエルの手てにわたされたので、イスラエルは彼かれらを撃うち破やぶって、その土地とちに住すんでいたアモリびとの地ちをことごとく占領せんりょうし、 22アルノンからヤボクまでと、荒野あらのからヨルダンまで、アモリびとの領域りょういきをことごとく占領せんりょうしました。 23このようにイスラエルの神かみ、主しゅはその民たみイスラエルの前まえからアモリびとを追おい払はらわれたのに、あなたはそれを取とろうとするのですか。 24あなたは、あなたの神かみケモシがあなたに取とらせるものを取とらないのですか。われわれはわれわれの神かみ、主しゅがわれわれの前まえから追おい払はらわれたものの土地とちを取とるのです。 25あなたはモアブの王おうチッポルの子こバラクにまさる者ものですか。バラクはかつてイスラエルと争あらそったことがありますか。かつて彼かれらと戦たたかったことがありますか。 26イスラエルはヘシボンとその村里むらざとに住すみ、またアロエルとその村里むらざとおよびアルノンの岸きしに沿そうすべての町々まちまちに住すむこと三百年ねんになりますが、あなたがたはどうしてその間かんにそれを取とりもどさなかったのですか。 27わたしはあなたに何なにも悪わるい事ことをしたこともないのに、あなたはわたしと戦たたかって、わたしに害がいを加くわえようとします。審判者しんぱんしゃであられる主しゅよ、どうぞ、きょう、イスラエルの人々ひとびととアンモンの人々ひとびととの間あいだをおさばきください』」。 28しかしアンモンの人々ひとびとの王おうはエフタが言いいつかわした言葉ことばをききいれなかった。
    


    
      29時ときに主しゅの霊れいがエフタに臨のぞみ、エフタはギレアデおよびマナセをとおって、ギレアデのミヅパに行いき、ギレアデのミヅパから進すすんでアンモンの人々ひとびとのところに行いった。 30エフタは主しゅに誓願せいがんを立たてて言いった、「もしあなたがアンモンの人々ひとびとをわたしの手てにわたされるならば、 31わたしがアンモンの人々ひとびとに勝かって帰かえるときに、わたしの家いえの戸口とぐちから出でてきて、わたしを迎むかえるものはだれでも主しゅのものとし、その者ものを燔祭はんさいとしてささげましょう」。 32エフタはアンモンの人々ひとびとのところに進すすんで行いって、彼かれらと戦たたかったが、主しゅは彼かれらをエフタの手てにわたされたので、 33アロエルからミンニテの附近ふきんまで、二十の町まちを撃うち敗はいり、アベル・ケラミムに至いたるまで、非常ひじょうに多おおくの人ひとを殺ころした。こうしてアンモンの人々ひとびとはイスラエルの人々ひとびとの前まえに攻せめ伏ふせられた。
    


    
      34やがてエフタはミヅパに帰かえり、自分じぶんの家いえに来くると、彼かれの娘むすめが鼓つづみをもち、舞まい踊おどって彼かれを出迎でむかえた。彼女かのじょはエフタのひとり子こで、ほかに男子だんしも女子じょしもなかった。 35エフタは彼女かのじょを見みると、衣ころもを裂さいて言いった、「ああ、娘むすめよ、あなたは全まったくわたしを打うちのめした。わたしを悩なやますものとなった。わたしが主しゅに誓ちかったのだから改あらためることはできないのだ」。 36娘むすめは言いった、「父ちちよ、あなたは主しゅに誓ちかわれたのですから、主しゅがあなたのために、あなたの敵てきアンモンの人々ひとびとに報復ほうふくされた今いま、あなたが言いわれたとおりにわたしにしてください」。 37娘むすめはまた父ちちに言いった、「どうぞ、この事ことをわたしにさせてください。すなわち二か月げつの間あいだわたしをゆるし、友ともだちと一緒いっしょに行いって、山々やまやまをゆきめぐり、わたしの処女しょじょであることを嘆なげかせてください」。 38エフタは「行いきなさい」と言いって、彼女かのじょを二か月げつの間あいだ、出だしてやった。彼女かのじょは友ともだちと一緒いっしょに行いって、山やまの上うえで自分じぶんの処女しょじょであることを嘆なげいたが、 39二か月げつの後のち、父ちちのもとに帰かえってきたので、父ちちは誓ちかった誓願せいがんのとおりに彼女かのじょにおこなった。彼女かのじょはついに男おとこを知しらなかった。 40これによって年々ねんねんイスラエルの娘むすめたちは行いって、年ねんに四日かほどギレアデびとエフタの娘むすめのために嘆なげくことがイスラエルのならわしとなった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1エフライムの人々ひとびとは集あつまってザポンに行いき、エフタに言いった、「なぜあなたは進すすんで行いってアンモンの人々ひとびとと戦たたかいながら、われわれを招まねいて一緒いっしょに行いかせませんでしたか。われわれはあなたの家いえに火ひをつけてあなたを一緒いっしょに焼やいてしまいます」。 2エフタは彼かれらに言いった、「かつてわたしとわたしの民たみがアンモンの人々ひとびとと大おおいに争あらそったとき、あなたがたを呼よんだが、あなたがたはわたしを彼かれらの手てから救すくってくれませんでした。 3あなたがたが救すくってくれないのを見みたから、わたしは命いのちがけでアンモンの人々ひとびとのところへ攻せめて行いきますと、主しゅは彼かれらをわたしの手てにわたされたのです。どうしてあなたがたは、きょう、わたしのところに上のぼってきて、わたしと戦たたかおうとするのですか」。 4そこでエフタはギレアデの人々ひとびとをことごとく集あつめてエフライムと戦たたかい、ギレアデの人々ひとびとはエフライムを撃うち破やぶった。これはエフライムが「ギレアデびとよ、あなたがたはエフライムとマナセのうちにいるエフライムの落人おちうどだ」と言いったからである。 5そしてギレアデびとはエフライムに渡わたるヨルダンの渡わたし場ばを押おさえたので、エフライムの落人おちうどが「渡わたらせてください」と言いうとき、ギレアデの人々ひとびとは「あなたはエフライムびとですか」と問とい、その人ひとがもし「そうではありません」と言いうならば、 6またその人ひとに「では『シボレテ』と言いってごらんなさい」と言いい、その人ひとがそれを正ただしく発音はつおんすることができないで「セボレテ」と言いうときは、その人ひとを捕とらえて、ヨルダンの渡わたし場ばで殺ころした。その時ときエフライムびとの倒たおれたものは四万二千人にんであった。
    


    
      7エフタは六年ねんの間あいだイスラエルをさばいた。ギレアデびとエフタはついに死しんで、ギレアデの自分じぶんの町まちに葬ほうむられた。
    


    
      8彼かれの後のちにベツレヘムのイブザンがイスラエルをさばいた。 9彼かれに三十人にんのむすこがあった。また三十人にんの娘むすめがあったが、それを自分じぶんの氏族しぞく以外いがいの者ものにとつがせ、むすこたちのためには三十人にんの娘むすめをほかからめとった。彼かれは七年ねんの間あいだイスラエルをさばいた。 10イブザンはついに死しんで、ベツレヘムに葬ほうむられた。
    


    
      11彼かれの後のちにゼブルンびとエロンがイスラエルをさばいた。彼かれは十年ねんの間あいだイスラエルをさばいた。 12ゼブルンびとエロンはついに死しんで、ゼブルンの地ちのアヤロンに葬ほうむられた。
    


    
      13彼かれの後のちにピラトンびとヒレルの子こアブドンがイスラエルをさばいた。 14彼かれに四十人にんのむすこ及および三十人にんの孫まごがあり、七十頭とうのろばに乗のった。彼かれは八年ねんの間あいだイスラエルをさばいた。 15ピラトンびとヒレルの子こアブドンはついに死しんで、エフライムの地ちのアマレクびとの山地さんちにあるピラトンに葬ほうむられた。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1イスラエルの人々ひとびとがまた主しゅの前まえに悪あくを行おこなったので、主しゅは彼かれらを四十年ねんの間あいだペリシテびとの手てにわたされた。
    


    
      2ここにダンびとの氏族しぞくの者もので、名なをマノアというゾラの人ひとがあった。その妻つまはうまずめで、子こを産うんだことがなかった。 3主しゅの使つかいがその女おんなに現あらわれて言いった、「あなたはうまずめで、子こを産うんだことがありません。しかし、あなたは身みごもって男おとこの子こを産うむでしょう。 4それであなたは気きをつけて、ぶどう酒しゅまたは濃こい酒さけを飲のんではなりません。またすべて汚けがれたものを食たべてはなりません。 5あなたは身みごもって男おとこの子こを産うむでしょう。その頭あたまにかみそりをあててはなりません。その子こは生うまれた時ときから神かみにささげられたナジルびとです。彼かれはペリシテびとの手てからイスラエルを救すくい始はじめるでしょう」。 6そこでその女おんなはきて夫おっとに言いった、「神かみの人ひとがわたしのところにきました。その顔かおかたちは神かみの使つかいの顔かおかたちのようで、たいそう恐おそろしゅうございました。わたしはその人ひとが、どこからきたのか尋たずねませんでしたが、その人ひともわたしに名なを告つげませんでした。 7しかしその人ひとはわたしに『あなたは身みごもって男おとこの子こを産うむでしょう。それであなたはぶどう酒しゅまたは濃こい酒さけを飲のんではなりません。またすべて汚けがれたものを食たべてはなりません。その子こは生うまれた時ときから死しぬ日ひまで神かみにささげられたナジルびとです』と申もうしました」。
    


    
      8そこでマノアは主しゅに願ねがい求もとめて言いった、「ああ、主しゅよ、どうぞ、あなたがさきにつかわされた神かみの人ひとをもう一度どわたしたちに臨のぞませて、わたしたちがその生うまれる子こになすべきことを教おしえさせてください」。 9神かみがマノアの願ねがいを聞きかれたので、神かみの使つかいは女おんなが畑はたけに座ざしていた時とき、ふたたび彼女かのじょに臨のぞんだ。しかし夫おっとマノアは一緒いっしょにいなかった。 10女おんなは急いそぎ走はしって行いって夫おっとに言いった、「さきごろ、わたしに臨のぞまれた人ひとがまたわたしに現あらわれました」。 11マノアは立たって妻つまのあとについて行いき、その人ひとのもとに行いって言いった、「あなたはかつてこの女おんなにお告つげになったおかたですか」。その人ひとは言いった、「そうです」。 12マノアは言いった、「あなたの言いわれたことが事実じじつとなったとき、その子この育そだて方かたおよびこれになすべき事ことはなんでしょうか」。 13主しゅの使つかいはマノアに言いった、「わたしがさきに女おんなに言いったことは皆みな、守まもらせなければなりません。 14すなわちぶどうの木きから産さんするものはすべて食たべてはなりません。またぶどう酒しゅと濃こい酒さけを飲のんではなりません。またすべて汚けがれたものを食たべてはなりません。わたしが彼女かのじょに命めいじたことは皆みな、守まもらせなければなりません」。
    


    
      15マノアは主しゅの使つかいに言いった、「どうぞ、わたしたちに、あなたを引ひき留とめさせ、あなたのために子こやぎを備そなえさせてください」。 16主しゅの使つかいはマノアに言いった、「あなたがわたしを引ひき留とめても、わたしはあなたの食物しょくもつをたべません。しかしあなたが燔祭はんさいを備そなえようとなさるのであれば、主しゅにそれをささげなさい」。マノアは彼かれが主しゅの使つかいであるのを知しらなかったからである。 17マノアは主しゅの使つかいに言いった、「あなたの名なはなんといいますか。あなたの言いわれたことが事実じじつとなったとき、わたしたちはあなたをあがめましょう」。 18主しゅの使つかいは彼かれに言いった、「わたしの名なは不思議ふしぎです。どうしてあなたはそれをたずねるのですか」。 19そこでマノアは子こやぎと素祭そさいとをとり、岩いわの上うえでそれを主しゅにささげた。主しゅは不思議ふしぎなことをされ、マノアとその妻つまはそれを見みた。 20すなわち炎ほのおが祭壇さいだんから天てんにあがったとき、主しゅの使つかいは祭壇さいだんの炎ほのおのうちにあってのぼった。マノアとその妻つまは見みて、地ちにひれ伏ふした。
    


    
      21主しゅの使つかいはふたたびマノアとその妻つまに現あらわれなかった。その時ときマノアは彼かれが主しゅの使つかいであることを知しった。 22マノアは妻つまに向むかって言いった、「わたしたちは神かみを見みたから、きっと死しぬであろう」。 23妻つまは彼かれに言いった、「主しゅがもし、わたしたちを殺ころそうと思おもわれたのならば、わたしたちの手てから燔祭はんさいと素祭そさいをおうけにならなかったでしょう。またこれらのすべての事ことをわたしたちにお示しめしになるはずはなく、また今いまわたしたちにこのような事ことをお告つげにならなかったでしょう」。 24やがて女おんなは男おとこの子こを産うんで、その名なをサムソンと呼よんだ。その子こは成長せいちょうし、主しゅは彼かれを恵めぐまれた。 25主しゅの霊れいはゾラとエシタオルの間あいだのマハネダンにおいて初はじめて彼かれを感動かんどうさせた。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1サムソンはテムナに下くだって行いき、ペリシテびとの娘むすめで、テムナに住すむひとりの女おんなを見みた。 2彼かれは帰かえってきて父母ふぼに言いった、「わたしはペリシテびとの娘むすめで、テムナに住すむひとりの女おんなを見みました。彼女かのじょをめとってわたしの妻つまにしてください」。 3父母ふぼは言いった、「あなたが行いって、割礼かつれいをうけないペリシテびとのうちから妻つまを迎むかえようとするのは、身内みうちの娘むすめたちのうちに、あるいはわたしたちのすべての民たみのうちに女おんながないためなのですか」。しかしサムソンは父ちちに言いった、「彼女かのじょをわたしにめとってください。彼女かのじょはわたしの心こころにかないますから」。
    


    
      4父母ふぼはこの事ことが主しゅから出でたものであることを知しらなかった。サムソンはペリシテびとを攻せめようと、おりをうかがっていたからである。そのころペリシテびとはイスラエルを治おさめていた。
    


    
      5かくてサムソンは父母ふぼと共ともにテムナに下くだって行いった。彼かれがテムナのぶどう畑はたけに着つくと、一頭とうの若わかいししがほえたけって彼かれに向むかってきた。 6時ときに主しゅの霊れいが激はげしく彼かれに臨のぞんだので、彼かれはあたかも子こやぎを裂さくようにそのししを裂さいたが、手てにはなんの武器ぶきも持もっていなかった。しかしサムソンはそのしたことを父ちちにも母ははにも告つげなかった。 7サムソンは下くだって行いって女おんなと話はなし合あったが、女おんなはサムソンの心こころにかなった。 8日ひがたって後のち、サムソンは彼女かのじょをめとろうとして帰かえったが、道みちを転てんじて、かのししのしかばねを見みると、ししのからだに、はちの群むれと、蜜みつがあった。 9彼かれはそれをかきあつめ、手てにとって歩あるきながら食たべ、父母ふぼのもとに帰かえって、彼かれらに与あたえたので、彼かれらもそれを食たべた。しかし、ししのからだからその蜜みつをかきあつめたことは彼かれらに告つげなかった。
    


    
      10そこで父ちちが下くだって、女おんなのもとに行いったので、サムソンはそこにふるまいを設もうけた。そうすることは花婿はなむこのならわしであったからである。 11人々ひとびとはサムソンを見みると、三十人にんの客きゃくを連つれてきて、同席どうせきさせた。 12サムソンは彼かれらに言いった、「わたしはあなたがたに一つのなぞを出だしましょう。あなたがたがもし七日なぬかのふるまいのうちにそれを解といて、わたしに告つげることができたなら、わたしはあなたがたに亜麻あまの着物きもの三十と、晴はれ着ぎ三十をさしあげましょう。 13しかしあなたがたが、それをわたしに告つげることができなければ、亜麻あまの着物きもの三十と晴はれ着ぎ三十をわたしにくれなければなりません」。彼かれらはサムソンに言いった、「なぞを出だしなさい。わたしたちはそれを聞ききましょう」。 14サムソンは彼かれらに言いった、

      
        「食くらう者ものから食くい物ものが出で、

        強つよい者ものから甘あまい物ものが出でた」。

      
彼かれらは三日かのあいだなぞを解とくことができなかった。
    


    
      15四日か目めになって、彼かれらはサムソンの妻つまに言いった、「あなたの夫おっとを説ときすすめて、なぞをわたしたちに明あかすようにしてください。そうしなければ、わたしたちは火ひをつけてあなたとあなたの父ちちの家いえを焼やいてしまいます。あなたはわたしたちの物ものを取とるために、わたしたちを招まねいたのですか」。 16そこでサムソンの妻つまはサムソンの前まえに泣ないて言いった、「あなたはただわたしを憎にくむだけで、愛あいしてくれません。あなたはわたしの国くにの人々ひとびとになぞを出だして、それをわたしに解とき明あかしませんでした」。サムソンは彼女かのじょに言いった、「わたしは自分じぶんの父ちちにも母ははにも解とき明あかさなかった。どうしてあなたに解とき明あかせよう」。 17彼女かのじょは七日なぬかのふるまいの間あいだ、彼かれの前まえに泣ないていたが、七日なぬか目めになって、サムソンはついに彼女かのじょに解とき明あかした。ひどく彼かれに迫せまったからである。そこで彼女かのじょはなぞを自分じぶんの国くにの人々ひとびとにあかした。 18七日なぬか目めになって、日ひの没ぼっする前まえに町まちの人々ひとびとはサムソンに言いった、

      
        「蜜みつより甘あまいものに何なにがあろう。

        ししより強つよいものに何なにがあろう」。

      
サムソンは彼かれらに言いった、

      
        「わたしの若わかい雌牛めうしで耕たがやさなかったなら、

        わたしのなぞは解とけなかった」。

      
19この時とき、主しゅの霊れいが激はげしくサムソンに臨のぞんだので、サムソンはアシケロンに下くだって行いって、その町まちの者もの三十人にんを殺ころし、彼かれらからはぎ取とって、かのなぞを解といた人々ひとびとに、その晴はれ着ぎを与あたえ、激はげしく怒いかって父ちちの家いえに帰かえった。 20サムソンの妻つまは花婿はなむこ付添人つきそいにんであった客きゃくの妻つまとなった。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1日ひがたって後のち、麦むぎ刈かりの時ときにサムソンは子こやぎを携たずさえて妻つまをおとずれ、「へやにはいって、妻つまに会あいましょう」と言いったが、妻つまの父ちちははいることを許ゆるさなかった。 2そして父ちちは言いった、「あなたが確たしかに彼女かのじょをきらったに相違そういないと思おもったので、わたしは彼女かのじょをあなたの客きゃくであった者ものにやりました。彼女かのじょの妹いもうとは彼女かのじょよりもきれいではありませんか。どうぞ、彼女かのじょの代かわりに妹いもうとをめとってください」。 3サムソンは彼かれらに言いった、「今度こんどはわたしがペリシテびとに害がいを加くわえても、彼かれらのことでは、わたしに罪つみがない」。 4そこでサムソンは行いって、きつね三百匹ひきを捕とらえ、たいまつをとり、尾おと尾おをあわせて、その二つの尾おの間あいだに一つのたいまつを結むすびつけ、 5たいまつに火ひをつけて、そのきつねをペリシテびとのまだ刈からない麦むぎの中なかに放はなし入いれ、そのたばね積つんだものと、まだ刈からないものとを焼やき、オリブ畑はたけをも焼やいた。 6ペリシテびとは言いった、「これはだれのしわざか」。人々ひとびとは言いった、「テムナびとの婿むこサムソンだ。そのしゅうとがサムソンの妻つまを取とり返かえして、その客きゃくであった者ものに与あたえたからだ」。そこでペリシテびとは上のぼってきて彼女かのじょとその父ちちの家いえを火ひで焼やき払はらった。 7サムソンは彼かれらに言いった、「あなたがたがそんなことをするならば、わたしはあなたがたに仕返しかえしせずにはおかない」。 8そしてサムソンは彼かれらを、さんざんに撃うって大だいぜい殺ころした。こうしてサムソンは下くだって行いって、エタムの岩いわの裂さけ目めに住すんでいた。
    


    
      9そこでペリシテびとは上のぼってきて、ユダに陣じんを取とり、レヒを攻せめたので、 10ユダの人々ひとびとは言いった、「あなたがたはどうしてわれわれのところに攻せめのぼってきたのですか」。彼かれらは言いった、「われわれはサムソンを縛しばり、彼かれがわれわれにしたように、彼かれにするために上のぼってきたのです」。 11そこでユダの人々ひとびと三千人にんがエタムの岩いわの裂さけ目めに下くだって行いって、サムソンに言いった、「ペリシテびとはわれわれの支配者しはいしゃであることをあなたは知しらないのですか。あなたはどうしてわれわれにこんな事ことをしたのですか」。サムソンは彼かれらに言いった、「彼かれらがわたしにしたように、わたしは彼かれらにしたのです」。 12彼かれらはまたサムソンに言いった、「われわれはあなたを縛しばって、ペリシテびとの手てにわたすために下くだってきたのです」。サムソンは彼かれらに言いった、「あなたがた自身じしんはわたしを撃うたないということを誓ちかいなさい」。 13彼かれらはサムソンに言いった、「いや、われわれはただ、あなたを縛しばって、ペリシテびとの手てにわたすだけです。決けっしてあなたを殺ころしません」。彼かれらは二本ほんの新あたらしい綱つなをもって彼かれを縛しばって、岩いわからひきあげた。
    


    
      14サムソンがレヒにきたとき、ペリシテびとは声こえをあげて、彼かれに近ちかづいた。その時とき、主しゅの霊れいが激はげしく彼かれに臨のぞんだので、彼かれの腕うでにかかっていた綱つなは火ひに焼やけた亜麻あまのようになって、そのなわめが手てから解とけて落おちた。 15彼かれはろばの新あたらしいあご骨ほね一つを見みつけたので、手てを伸のべて取とり、それをもって一千人にんを打うち殺ころした。 16そしてサムソンは言いった、

      
        「ろばのあご骨ほねをもって山やままた山やまを築きずき、

        ろばのあご骨ほねをもって一千人にんを打うち殺ころした」。

      
17彼かれは言いい終おわると、その手てからあご骨ほねを投なげすてた。これがためにその所ところは「あご骨ほねの丘おか」と呼よばれた。
    


    
      18時ときに彼かれはひどくかわきを覚おぼえたので、主しゅに呼よばわって言いった、「あなたはしもべの手てをもって、この大おおきな救すくいを施ほどこされたのに、わたしは今いま、かわいて死しに、割礼かつれいをうけないものの手てに陥おちいろうとしています」。 19そこで神かみはレヒにあるくぼんだ所ところを裂さかれたので、そこから水みずが流ながれ出でた。サムソンがそれを飲のむと彼かれの霊れいはもとにかえって元もと気きづいた。それでその名なを「呼よばわった者ものの泉いずみ」と呼よんだ。これは今日こんにちまでレヒにある。 20サムソンはペリシテびとの時代じだいに二十年ねんの間あいだイスラエルをさばいた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1サムソンはガザへ行いって、そこでひとりの遊女ゆうじょを見み、その女おんなのところにはいった。 2「サムソンがここにきた」と、ガザの人々ひとびとに告つげるものがあったので、ガザの人々ひとびとはその所ところを取とり囲かこみ、夜通よどおし町まちの門もんで待まち伏ぶせし、「われわれは朝あさまで待まって彼かれを殺ころそう」と言いって、夜通よどおし静しずかにしていた。 3サムソンは夜中よなかまで寝ねたが、夜中よなかに起おきて、町まちの門もんのとびらと二つの門柱もんちゅうに手てをかけて、貫かんの木きもろともに引ひき抜ぬき、肩かたに載のせて、ヘブロンの向むかいにある山やまの頂いただきに運はこんで行いった。
    


    
      4この後のち、サムソンはソレクの谷たににいるデリラという女おんなを愛あいした。 5ペリシテびとの君きみたちはその女おんなのところにきて言いった、「あなたはサムソンを説ときすすめて、彼かれの大力だいりきはどこにあるのか、またわれわれはどうすれば彼かれに勝かって、彼かれを縛しばり苦くるしめることができるかを見みつけなさい。そうすればわれわれはおのおの銀ぎん千百枚まいずつをあなたにさしあげましょう」。 6そこでデリラはサムソンに言いった、「あなたの大力だいりきはどこにあるのか、またどうすればあなたを縛しばって苦くるしめることができるか、どうぞわたしに聞きかせてください」。 7サムソンは女おんなに言いった、「人々ひとびとがもし、かわいたことのない七本ほんの新あたらしい弓弦ゆみづるをもってわたしを縛しばるなら、わたしは弱よわくなってほかの人ひとのようになるでしょう」。 8そこでペリシテびとの君きみたちが、かわいたことのない七本ほんの新あたらしい弓弦ゆみづるを女おんなに持もってきたので、女おんなはそれをもってサムソンを縛しばった。 9女おんなはかねて奥おくのへやに人ひとを忍しのばせておいて、サムソンに言いった、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫せまっています」。しかしサムソンはその弓弦ゆみづるを、あたかも亜麻あま糸いとが火ひにあって断たたれるように断たち切きった。こうして彼かれの力ちからの秘密ひみつは知しれなかった。
    


    
      10デリラはサムソンに言いった、「あなたはわたしを欺あざむいて、うそを言いいました。どうしたらあなたを縛しばることができるか、どうぞ今いまわたしに聞きかせてください」。 11サムソンは女おんなに言いった、「もし人々ひとびとがまだ用もちいたことのない新あたらしい綱つなをもって、わたしを縛しばるなら、弱よわくなってほかの人ひとのようになるでしょう」。 12そこでデリラは新あたらしい綱つなをとり、それをもって彼かれを縛しばり、そして彼かれに言いった、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫せまっています」。時ときに人々ひとびとは奥おくのへやに忍しのんでいたが、サムソンはその綱つなを糸いとのように腕うでから断たち落おとした。
    


    
      13そこでデリラはサムソンに言いった、「あなたは今いままで、わたしを欺あざむいて、うそを言いいましたが、どうしたらあなたを縛しばることができるか、わたしに聞きかせてください」。彼かれは女おんなに言いった、「あなたがもし、わたしの髪かみの毛け七ふさを機はたの縦糸たていとと一緒いっしょに織おって、くぎでそれを留とめておくならば、わたしは弱よわくなってほかの人ひとのようになるでしょう」。そこで彼かれが眠ねむったとき、デリラはサムソンの髪かみの毛け、七ふさをとって、それを機はたの縦糸たていとに織おり込こみ、 14くぎでそれを留とめておいて、彼かれに言いった、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫せまっています」。しかしサムソンは目めをさまして、くぎと機はたと縦糸たていととを引ひき抜ぬいた。
    


    
      15そこで女おんなはサムソンに言いった、「あなたの心こころがわたしを離はなれているのに、どうして『おまえを愛あいする』と言いうことができますか。あなたはすでに三度どもわたしを欺あざむき、あなたの大力だいりきがどこにあるかをわたしに告つげませんでした」。 16女おんなは毎日まいにちその言葉ことばをもって彼かれに迫せまり促うながしたので、彼かれの魂たましいは死しぬばかりに苦くるしんだ。 17彼かれはついにその心こころをことごとく打うち明あけて女おんなに言いった、「わたしの頭あたまにはかみそりを当あてたことがありません。わたしは生うまれた時ときから神かみにささげられたナジルびとだからです。もし髪かみをそり落おとされたなら、わたしの力ちからは去さって弱よわくなり、ほかの人ひとのようになるでしょう」。
    


    
      18デリラはサムソンがその心こころをことごとく打うち明あけたのを見み、人ひとをつかわしてペリシテびとの君きみたちを呼よんで言いった、「サムソンはその心こころをことごとくわたしに打うち明あけましたから、今度こんどこそ上のぼっておいでなさい」。そこでペリシテびとの君きみたちは、銀ぎんを携たずさえて女おんなのもとに上のぼってきた。 19女おんなは自分じぶんのひざの上うえにサムソンを眠ねむらせ、人ひとを呼よんで髪かみの毛け、七ふさをそり落おとさせ、彼かれを苦くるしめ始はじめたが、その力ちからは彼かれを去さっていた。 20そして女おんなが「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫せまっています」と言いったので、彼かれは目めをさまして言いった、「わたしはいつものように出でて行いって、からだをゆすろう」。彼かれは主しゅが自分じぶんを去さられたことを知しらなかった。 21そこでペリシテびとは彼かれを捕とらえて、両りょう眼めをえぐり、ガザに引ひいて行いって、青銅せいどうの足あしかせをかけて彼かれをつないだ。こうしてサムソンは獄屋ごくやの中なかで、うすをひいていたが、 22その髪かみの毛けはそり落おとされた後のち、ふたたび伸のび始はじめた。
    


    
      23さてペリシテびとの君きみたちは、彼かれらの神かみダゴンに大おおいなる犠牲ぎせいをささげて祝しゅくをしようと、共ともに集あつまって言いった、「われわれの神かみは、敵てきサムソンをわれわれの手てにわたされた」。 24民たみはサムソンを見みて、自分じぶんたちの神かみをほめたたえて言いった、「われわれの神かみは、われわれの国くにを荒あらし、われわれを多おおく殺ころした敵てきをわれわれの手てにわたされた」。 25彼かれらはまた心こころに喜よろこんで言いった、「サムソンを呼よんで、われわれのために戯ざれ事ごとをさせよう」。彼かれらは獄屋ごくやからサムソンを呼よび出だして、彼かれらの前まえに戯ざれ事ごとをさせた。彼かれらがサムソンを柱はしらのあいだに立たたせると、 26サムソンは自分じぶんの手てをひいている若者わかものに言いった、「わたしの手てを放はなして、この家いえをささえている柱はしらをさぐらせ、それに寄よりかからせてください」。 27その家いえには男女だんじょが満みち、ペリシテびとの君きみたちも皆みなそこにいた。また屋根やねの上うえには三千人にんばかりの男女だんじょがいて、サムソンの戯ざれ事ごとをするのを見みていた。
    


    
      28サムソンは主しゅに呼よばわって言いった、「ああ、主しゅなる神かみよ、どうぞ、わたしを覚おぼえてください。ああ、神かみよ、どうぞもう一度ど、わたしを強つよくして、わたしの二つの目めの一つのためにでもペリシテびとにあだを報むくいさせてください」。 29そしてサムソンは、その家いえをささえている二つの中なか柱はしらの一つを右みぎの手てに、一つを左ひだりの手てにかかえて、身みをそれに寄よせ、 30「わたしはペリシテびとと共ともに死しのう」と言いって、力ちからをこめて身みをかがめると、家いえはその中なかにいた君きみたちと、すべての民たみの上うえに倒たおれた。こうしてサムソンが死しぬときに殺ころしたものは、生いきているときに殺ころしたものよりも多おおかった。 31やがて彼かれの身内みうちの人ひとたちおよび父ちちの家族かぞくの者ものがみな下くだってきて、彼かれを引ひき取とり、携たずさえ上のぼって、ゾラとエシタオルの間あいだにある父ちちマノアの墓はかに葬ほうむった。サムソンがイスラエルをさばいたのは二十年ねんであった。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1ここにエフライムの山地さんちの人ひとで、名なをミカと呼よぶものがあった。 2彼かれは母ははに言いった、「あなたはかつて銀ぎん千百枚まいを取とられたので、それをのろい、わたしにも話はなされましたが、その銀ぎんはわたしが持もっています。わたしがそれを取とったのです」。母ははは言いった、「どうぞ主しゅがわが子こを祝福しゅくふくされますように」。 3そして彼かれが銀ぎん千百枚まいを母ははに返かえしたので、母ははは言いった、「わたしはわたしの子このために一つの刻きざんだ像ぞうと、一つの鋳いた像ぞうを造つくるためにその銀ぎんをわたしの手てから主しゅに献納けんのうします。それで今いまそれをあなたに返かえしましょう」。 4ミカがその銀ぎんを母ははに返かえしたので、母はははその銀ぎん二百枚まいをとって、それを銀ぎん細工人ざいくにんに与あたえ、一つの刻きざんだ像ぞうと、一つの鋳いた像ぞうを造つくらせた。その像ぞうはミカの家いえにあった。 5このミカという人ひとは神かみの宮みやをもち、エポデとテラピムを造つくり、その子このひとりを立たてて、自分じぶんの祭司さいしとした。 6そのころイスラエルには王おうがなかったので、人々ひとびとはおのおの自分じぶんたちの目めに正ただしいと思おもうことを行おこなった。
    


    
      7さてここにユダの氏族しぞくのもので、ユダのベツレヘムからきたひとりの若者わかものがあった。彼かれはレビびとであって、そこに寄留きりゅうしていたのである。 8この人ひとは自分じぶんの住すむべきところを尋たずねて、ユダのベツレヘムの町まちを去さり、旅たびしてエフライムの山地さんちのミカの家いえにきた。 9ミカは彼かれに言いった、「あなたはどこからおいでになりましたか」。彼かれは言いった、「わたしはユダのベツレヘムのレビびとですが、住すむべきところを尋たずねて旅たびをしているのです」。 10ミカは言いった、「わたしと一緒いっしょにいて、わたしのために父ちちとも祭司さいしともなってください。そうすれば年ねんに銀ぎん十枚まいと衣服いふくひとそろいと食物しょくもつとをさしあげましょう」。 11レビびとはついにその人ひとと一緒いっしょに住すむことを承諾しょうだくした。そしてその若者わかものは彼かれの子このひとりのようになった。 12ミカはレビびとであるこの若者わかものを立たてて自分じぶんの祭司さいしとしたので、彼かれはミカの家いえにいた。 13それでミカは言いった、「今いまわたしはレビびとを祭司さいしに持もつようになったので、主しゅがわたしをお恵めぐみくださることがわかりました」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1そのころイスラエルには王おうがなかった。そのころダンびとの部族ぶぞくはイスラエルの部族ぶぞくのうちにあって、その日ひまでまだ嗣し業ぎょうの地ちを得えなかったので自分じぶんたちの住すむべき嗣し業ぎょうの地ちを求もとめていた。 2それでダンの人々ひとびとは自分じぶんの部族ぶぞくの総勢そうぜいのうちから、勇者ゆうしゃ五人にんをゾラとエシタオルからつかわして土地とちをうかがい探さぐらせた。すなわち彼かれらに言いった、「行いって土地とちを探さぐってきなさい」。彼かれらはエフライムの山地さんちに行いき、ミカの家いえに着ついて、そこに宿やどろうとした。 3彼かれらがミカの家いえに近ちかづいたとき、レビびとである若者わかものの声こえを聞ききわけたので、身みをめぐらしてそこにはいって彼かれに言いった、「だれがあなたをここに連つれてきたのですか。あなたはここで何なにをしているのですか。ここになんの用ようがあるのですか」。 4若者わかものは彼かれらに言いった、「ミカが、かようかようにしてわたしを雇やとったので、わたしはその祭司さいしとなったのです」。 5彼かれらは言いった、「どうぞ、神かみに伺うかがって、われわれが行いく道みちにしあわせがあるかどうかを知しらせてください」。 6その祭司さいしは彼かれらに言いった、「安心あんしんして行いきなさい。あなたがたが行いく道みちは主しゅが見守みまもっておられます」。
    


    
      7そこで五人にんの者ものは去さってライシに行いき、そこにいる民たみを見みると、彼かれらは安やすらかに住すまい、その穏おだやかで安やすらかなことシドンびとのようであって、この国くにには一つとして欠かけたものがなく、富とみを持もち、またシドンびとと遠とおく離はなれており、ほかの民たみと交まじわることがなかった。 8かくて彼かれらがゾラとエシタオルにおる兄弟きょうだいたちのもとに帰かえってくると、兄弟きょうだいたちは彼かれらに言いった、「いかがでしたか」。 9彼かれらは言いった、「立たって彼かれらのところに攻せめ上のぼりましょう。われわれはかの地ちを見みたが、非常ひじょうに豊ゆたかです。あなたがたはなぜじっとしているのですか。ためらわずに進すすんで行いって、かの地ちを取とりなさい。 10あなたがたが行いけば、安やすらかにおる民たみの所ところに行いくでしょう。その地ちは広ひろく、神かみはそれをあなたがたの手てに賜たまわるのです。そこには地ちにあるもの一つとして欠かけているものはありません」。
    


    
      11そこでダンの氏族しぞくのもの六百人にんが武器ぶきを帯おびて、ゾラとエシタオルを出発しゅっぱつし、 12上のぼって行いってユダのキリアテ・ヤリムに陣じんを張はった。このゆえに、その所ところは今日こんにちまでマハネダンと呼よばれる。それはキリアテ・ヤリムの西にしにある。 13彼かれらはそこからエフライムの山地さんちに進すすみ、ミカの家いえに着ついた。
    


    
      14かのライシの国くにをうかがいに行いった五人にんの者ものはその兄弟きょうだいたちに言いった、「あなたがたはこれらの家いえにエポデとテラピムと刻きざんだ像ぞうと鋳いた像ぞうのあるのを知しっていますか。それであなたがたは今いま、なすべきことを決きめなさい」。 15そこで彼かれらはその方ほうへ身みをめぐらして、かのレビびとの若者わかものの家いえすなわちミカの家いえに行いって、彼かれに安否あんぴを問とうた。 16しかし武器ぶきを帯おびた六百人にんのダンの人々ひとびとは門もんの入口いりぐちに立たっていた。 17かの土地とちをうかがいに行いった五人にんの者ものは上のぼって行いって、そこにはいり、刻きざんだ像ぞうとエポデとテラピムと鋳いた像ぞうとを取とったが、祭司さいしは武器ぶきを帯おびた六百人にんの者ものと共ともに門もんの入口いりぐちに立たっていた。 18彼かれらがミカの家いえにはいって刻きざんだ像ぞうとエポデとテラピムと鋳いた像ぞうとを取とった時とき、祭司さいしは彼かれらに言いった、「あなたがたは何なにをなさいますか」。 19彼かれらは言いった、「黙だまりなさい。あなたの手てを口くちにあてて、われわれと一緒いっしょにきて、われわれのために父ちちとも祭司さいしともなりなさい。ひとりの家いえの祭司さいしであるのと、イスラエルの一いち部族ぶぞく、一いち氏族しぞくの祭司さいしであるのと、どちらがよいですか」。 20祭司さいしは喜よろこんで、エポデとテラピムと刻きざんだ像ぞうとを取とり、民たみのなかに加くわわった。
    


    
      21かくて彼かれらは身みをめぐらして去さり、その子こ供ともたちと家畜かちくと貨か財ざいをさきにたてて進すすんだが、 22ミカの家いえをはるかに離はなれたとき、ミカは家いえに近ちかい家いえの人々ひとびとを集あつめ、ダンの人々ひとびとに追おいつき、 23ダンの人々ひとびとを呼よんだので、彼かれらはふり向むいてミカに言いった、「あなたがそのように仲間なかまを連つれてきたのは、どうしたのですか」。 24彼かれは言いった、「あなたがたが、わたしの造つくった神々かみがみおよび祭司さいしを奪うばい去さったので、わたしに何なにが残のこっていますか。しかるにあなたがたがわたしに向むかって『どうしたのですか』と言いわれるとは何事なにごとですか」。 25ダンの人々ひとびとは彼かれに言いった、「あなたは大おおきな声こえを出ださないがよい。気きの荒あらい連中れんちゅうがあなたに撃うちかかって、あなたは自分じぶんの命いのちと家族かぞくの命いのちを失うしなうようになるでしょう」。 26こうしてダンの人々ひとびとは去さって行いったが、ミカは彼かれらの強つよいのを見みて、くびすをかえして自分じぶんの家いえに帰かえった。
    


    
      27さて彼かれらはミカが造つくった物ものと、ミカと共ともにいた祭司さいしとを奪うばってライシにおもむき、穏おだやかで、安やすらかな民たみのところへ行いって、つるぎをもって彼かれらを撃うち、火ひをつけてその町まちを焼やいたが、 28シドンを遠とおく離はなれており、ほかの民たみとの交まじわりがなかったので、それを救すくうものがなかった。その町まちはベテレホブに属ぞくする谷たににあった。彼かれらは町まちを建たてなおしてそこに住すみ、 29イスラエルに生うまれた先祖せんぞダンの名なにしたがって、その町まちの名なをダンと名なづけた。その町まちの名なはもとはライシであった。 30そしてダンの人々ひとびとは刻きざんだ像ぞうを自分じぶんたちのために安置あんちし、モーセの孫まごすなわちゲルショムの子こヨナタンとその子孫しそんがダンびとの部族ぶぞくの祭司さいしとなって、国くにが捕囚ほしゅうとなる日ひにまで及およんだ。 31神かみの家いえがシロにあったあいだ、常つねに彼かれらはミカが造つくったその刻きざんだ像ぞうを飾かざって置おいた。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1そのころ、イスラエルに王おうがなかった時とき、エフライムの山地さんちの奥おくにひとりのレビびとが寄留きりゅうしていた。彼かれはユダのベツレヘムからひとりの女おんなを迎むかえて、めかけとしていたが、 2そのめかけは怒いかって、彼かれのところを去さり、ユダのベツレヘムの父ちちの家いえに帰かえって、そこに四か月げつばかり過すごした。 3そこで夫おっとは彼女かのじょをなだめて連つれ帰かえろうと、しもべと二頭とうのろばを従したがえ、立たって彼女かのじょのあとを追おって行いった。彼かれが女おんなの父ちちの家いえに着ついた時とき、娘むすめの父ちちは彼かれを見みて、喜よろこんで迎むかえた。 4娘むすめの父ちちであるしゅうとが引ひき留とめたので、彼かれは三日か共ともにおり、みな飲のみ食くいしてそこに宿やどった。 5四日か目めに彼かれらは朝あさはやく起おき、彼かれが立たち去さろうとしたので、娘むすめの父ちちは婿むこに言いった、「少すこし食事しょくじをして元気げんきをつけ、それから出でかけなさい」。 6そこでふたりは座ざして共ともに飲のみ食くいしたが、娘むすめの父ちちはその人ひとに言いった、「どうぞもう一晩ひとばん泊とまって楽たのしく過すごしなさい」。 7その人ひとは立たって去さろうとしたが、しゅうとがしいたので、ついにまたそこに宿やどった。 8五日か目めになって、朝あさはやく起おきて去さろうとしたが、娘むすめの父ちちは言いった、「どうぞ、元気げんきをつけて、日ひが傾かたむくまでとどまりなさい」。そこで彼かれらふたりは食事しょくじをした。 9その人ひとがついにめかけおよびしもべと共ともに去さろうとして立たちあがったとき、娘むすめの父ちちであるしゅうとは彼かれに言いった、「日ひも暮くれようとしている。どうぞもう一晩ばん泊とまりなさい。日ひは傾かたむいた。ここに宿やどって楽たのしく過すごしなさい。そしてあしたの朝あさはやく起おきて出立しゅったつし、家いえに帰かえりなさい」。
    


    
      10しかし、その人ひとは泊とまることを好このまないので、立たって去さり、エブスすなわちエルサレムの向むかいに着ついた。くらをおいた二頭とうのろばと彼かれのめかけも一緒いっしょであった。 11彼かれらがエブスに近ちかづいたとき、日ひはすでに没ぼっしたので、しもべは主人しゅじんに言いった、「さあ、われわれは道みちを転てんじてエブスびとのこの町まちにはいって、そこに宿やどりましょう」。 12主人しゅじんは彼かれに言いった、「われわれは道みちを転てんじて、イスラエルの人々ひとびとの町まちでない外国がいこく人じんの町まちに、はいってはならない。ギベアまで行いこう」。 13彼かれはまたしもべに言いった、「さあ、われわれはギベアかラマか、そのうちの一つに着ついてそこに宿やどろう」。 14彼かれらは進すすんで行いったが、ベニヤミンに属ぞくするギベアの近ちかくで日ひが暮くれたので、 15ギベアへ行いって宿やどろうと、そこに道みちを転てんじ、町まちにはいって、その広場ひろばに座ざした。だれも彼かれらを家いえに迎むかえて泊とめてくれる者ものがなかったからである。
    


    
      16時ときにひとりの老人ろうじんが夕暮ゆうぐれに畑はたけの仕事しごとから帰かえってきた。この人ひとはエフライムの山地さんちの者もので、ギベアに寄留きりゅうしていたのである。ただしこの所ところの人々ひとびとはベニヤミンびとであった。 17彼かれは目めをあげて、町まちの広場ひろばに旅人たびびとのおるのを見みた。老人ろうじんは言いった、「あなたはどこへ行いかれるのですか。どこからおいでになりましたか」。 18その人ひとは言いった、「われわれはユダのベツレヘムから、エフライムの山地さんちの奥おくへ行いくものです。わたしはあそこの者もので、ユダのベツレヘムへ行いき、今いまわたしの家いえに帰かえるところですが、だれもわたしを家いえに泊とめてくれる者ものがありません。 19われわれには、ろばのわらも飼葉かいばもあり、またわたしと、はしためと、しもべと共ともにいる若者わかものとの食物しょくもつも酒さけもあって、何なにも欠かけているものはありません」。 20老人ろうじんは言いった、「安心あんしんしなさい。あなたの必要ひつようなものはなんでも備そなえましょう。ただ広場ひろばで夜よるを過すごしてはなりません」。 21そして彼かれを家いえに連つれていって、ろばに飼葉かいばを与あたえた。彼かれらは足あしを洗あらって飲のみ食くいした。
    


    
      22彼かれらが楽たのしく過すごしていた時とき、町まちの人々ひとびとの悪わるい者ものどもがその家いえを取とり囲かこみ、戸とを打うちたたいて、家いえのあるじである老人ろうじんに言いった、「あなたの家いえにきた人ひとを出だしなさい。われわれはその者ものを知しるであろう」。 23しかし家いえのあるじは彼かれらのところに出でていって言いった、「いいえ、兄弟きょうだいたちよ、どうぞ、そんな悪わるいことをしないでください。この人ひとはすでにわたしの家いえにはいったのだから、そんなつまらない事ことをしないでください。 24ここに処女しょじょであるわたしの娘むすめと、この人ひとのめかけがいます。今いまそれを出だしますから、それをはずかしめ、あなたがたの好すきなようにしなさい。しかしこの人ひとにはそのようなつまらない事ことをしないでください」。 25しかし人々ひとびとが聞ききいれなかったので、その人ひとは自分じぶんのめかけをとって彼かれらのところに出だした。彼かれらはその女おんなを犯おかして朝あさまで終夜しゅうやはずかしめ、日ひののぼるころになって放はなし帰かえらせた。 26朝あさになって女おんなは自分じぶんの主人しゅじんを宿やどしてくれた人ひとの家いえの戸口とぐちにきて倒たおれ伏ふし、夜よるのあけるまでに及およんだ。
    


    
      27彼女かのじょの主人しゅじんは朝あさ起おきて家いえの戸とを開ひらき、出でて旅立たびだとうとすると、そのめかけである女おんなが家いえの戸口とぐちに、手てを敷居しきいにかけて倒たおれていた。 28彼かれは女おんなに向むかって、「起おきよ、行いこう」と言いったけれども、なんの答こたえもなかった。そこでその人ひとは女おんなをろばに乗のせ、立たって自分じぶんの家いえにおもむいたが、 29その家いえに着ついたとき、刀かたなを執とり、めかけを捕とらえて、そのからだを十二切きれに断たち切きり、それをイスラエルの全ぜん領域りょういきにあまねく送おくった。 30それを見みたものはみな言いった、「イスラエルの人々ひとびとがエジプトの地ちから上のぼってきた日ひから今日こんにちまで、このような事ことは起たったこともなく、また見みたこともない。この事ことをよく考かんがえ、協議きょうぎして言いうことを決きめよ」。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1そこでイスラエルの人々ひとびとは、ダンからベエルシバまで、またギレアデの地ちからもみな出でてきて、その会衆かいしゅうはひとりのようにミヅパで主しゅのもとに集あつまった。 2民たみの首領しゅりょうたち、すなわちイスラエルのすべての部族ぶぞくの首領しゅりょうたちは、みずから神かみの民たみの集合しゅうごうに出でた。つるぎを帯おびている歩兵ほへいが四十万人にんあった。 3ベニヤミンの人々ひとびとは、イスラエルの人々ひとびとがミヅパに上のぼったことを聞きいた。イスラエルの人々ひとびとは言いった、「どうして、この悪事あくじが起おこったのか、われわれに話はなしてください」。 4殺ころされた女おんなの夫おっとであるレビびとは答こたえて言いった、「わたしは、めかけと一緒いっしょにベニヤミンに属ぞくするギベアへ行いって宿やどりましたが、 5ギベアの人々ひとびとは立たってわたしを攻せめ、夜よの間まに、わたしのおる家いえを取とり囲かこんで、わたしを殺ころそうと企くわだて、ついにわたしのめかけをはずかしめて、死しなせました。 6それでわたしはめかけを捕とらえて断たち切きり、それをイスラエルの嗣し業ぎょうのすべての地方ちほうにあまねく送おくりました。彼かれらがイスラエルにおいて憎にくむべきみだらなことを行おこなったからです。 7イスラエルの人々ひとびとよ、あなたがたは皆みな自分じぶんの意見いけんと考かんがえをここに述のべてください」。
    


    
      8民たみは皆みなひとりのように立たって言いった、「われわれはだれも自分じぶんの天幕てんまくに行いきません。まただれも自分じぶんの家いえに帰かえりません。 9われわれが今いまギベアに対たいしてしようとする事ことはこれです。われわれはくじを引ひいて、ギベアに攻せめのぼりましょう。 10すなわちイスラエルのすべての部族ぶぞくから百人にんについて十人にん、千人にんについて百人にん、万人にんについて千人にんを選えらんで、民たみの糧食りょうしょくをとらせ、民たみはベニヤミンのギベアに行いって、ベニヤミンびとがイスラエルにおいておこなったすべてのみだらな事ことに対たいして、報復ほうふくしましょう」。 11こうしてイスラエルの人々ひとびとは皆みな集あつまり、一致いっち結束けっそくして町まちを攻せめようとした。
    


    
      12イスラエルのもろもろの部族ぶぞくは人々ひとびとをあまねくベニヤミンの部族ぶぞくのうちにつかわして言いわせた、「あなたがたのうちに起たったこの事ことは、なんたる悪事あくじでしょうか。 13それで今いまギベアにいるあの悪わるい人々ひとびとをわたしなさい。われわれは彼かれらを殺ころして、イスラエルから悪あくを除のぞき去さりましょう」。しかしベニヤミンの人々ひとびとはその兄弟きょうだいであるイスラエルの人々ひとびとの言葉ことばを聞ききいれなかった。 14かえってベニヤミンの人々ひとびとは町々まちまちからギベアに集あつまり、出でてイスラエルの人々ひとびとと戦たたかおうとした。 15その日ひ、町々まちまちから集あつまったベニヤミンの人々ひとびとはつるぎを帯おびている者もの二万六千人にんあり、ほかにギベアの住民じゅうみんで集あつまった精兵せいへいが七百人にんあった。 16このすべての民たみのうちに左ひだりききの精兵せいへいが七百人にんあって、いずれも一本ぽんの毛けすじをねらって石いしを投なげても、はずれることがなかった。 17イスラエルの人々ひとびとの集あつまった者ものはベニヤミンを除のぞいて、つるぎを帯おびている者もの四十万人にんあり、いずれも軍人ぐんじんであった。
    


    
      18イスラエルの人々ひとびとは立たちあがってベテルにのぼり、神かみに尋たずねた、「われわれのうち、いずれがさきにのぼって、ベニヤミンの人々ひとびとと戦たたかいましょうか」。主しゅは言いわれた、「ユダがさきに」。
    


    
      19そこでイスラエルの人々ひとびとは、朝あさ起おきて、ギベアに対たいし陣じんを取とった。 20すなわちイスラエルの人々ひとびとはベニヤミンと戦たたかうために出でて行いって、ギベアで彼かれらに対たいして戦たたかいの備そなえをしたが、 21ベニヤミンの人々ひとびとはギベアから出でてきて、その日ひイスラエルの人々ひとびとのうち二万二千人にんを地ちに撃うち倒たおした。 22しかしイスラエルの民たみの人々ひとびとは奮ふるいたって初はじめの日ひに備そなえをした所ところにふたたび戦たたかいの備そなえをした。 23そしてイスラエルの人々ひとびとは上のぼって行いって主しゅの前まえに夕暮ゆうぐれまで泣なき、主しゅに尋たずねた、「われわれは再ふたたびわれわれの兄弟きょうだいであるベニヤミンの人々ひとびとと戦たたかいを交まじえるべきでしょうか」。主しゅは言いわれた、「攻せめのぼれ」。
    


    
      24そこでイスラエルの人々ひとびとは、次つぎの日ひまたベニヤミンの人々ひとびとの所ところに攻せめよせたが、 25ベニヤミンは次つぎの日ひまたギベアから出でて、これを迎むかえ、ふたたびイスラエルの人々ひとびとのうち一万八千人にんを地ちに撃うち倒たおした。これらは皆みなつるぎを帯おびている者ものであった。 26これがためにイスラエルのすべての人々ひとびとすなわち全ぜん軍ぐんはベテルに上のぼって行いって泣なき、その所ところで主しゅの前まえに座ざして、その日ひ夕暮ゆうぐれまで断食だんじきし、燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいを主しゅの前まえにささげた。 27そしてイスラエルの人々ひとびとは主しゅに尋たずね、——そのころ神かみの契約けいやくの箱はこはそこにあって、 28アロンの子こエレアザルの子こであるピネハスが、それに仕つかえていた——そして言いった、「われわれはなおふたたび出でて、われわれの兄弟きょうだいであるベニヤミンの人々ひとびとと戦たたかうべきでしょうか。あるいはやめるべきでしょうか」。主しゅは言いわれた、「のぼれ。わたしはあす彼かれらをあなたがたの手てにわたすであろう」。
    


    
      29そこでイスラエルはギベアの周囲しゅういに伏兵ふくへいを置おき、 30そしてイスラエルの人々ひとびとは三日か目めにまたベニヤミンの人々ひとびとのところに攻せめのぼり、前まえのようにギベアに対たいして備そなえをした。 31ベニヤミンの人々ひとびとは出でて、民たみを迎むかえたが、ついに町まちからおびき出だされたので、彼かれらは前まえのように大路おおじで民たみを撃うちはじめ、また野のでイスラエルの人ひとを三十人にんばかり殺ころした。その大路おおじは、一つはベテルに至いたり、一つはギベアに至いたるものであった。 32ベニヤミンの人々ひとびとは言いった、「彼かれらは初はじめのように、われわれの前まえに撃うち破やぶられる」。しかしイスラエルの人々ひとびとは言いった、「われわれは逃にげて、彼かれらを町まちから大路おおじにおびき出だそう」。 33そしてイスラエルの人々ひとびとは皆みなその所ところから立たってバアル・タマルに備そなえをした。その間かんに待まち伏ぶせていたイスラエルの人々ひとびとがその所ところから、すなわちゲバの西にしから現あらわれ出でた。 34すなわちイスラエルの全ぜん軍ぐんのうちから精兵せいへい一万人にんがきて、ギベアを襲おそい、その戦たたかいは激はげしかった。しかしベニヤミンの人々ひとびとは災わざわいの自分じぶんたちに迫せまっているのを知しらなかった。 35主しゅがイスラエルの前まえにベニヤミンを撃うち敗やぶられたので、イスラエルの人々ひとびとは、その日ひベニヤミンびと二万五千一百人にんを殺ころした。これらは皆みなつるぎを帯おびている者ものであった。 36こうしてベニヤミンの人々ひとびとは自分じぶんたちの撃うち敗やぶられたのを見みた。
    


    
      そこでイスラエルの人々ひとびとはギベアに対たいして設もうけた伏兵ふくへいをたのんで、ベニヤミンびとを避さけて退しりぞいた。 37伏兵ふくへいは急いそいでギベアに突つき入いり、進すすんでつるぎをもって町まちをことごとく撃うった。 38イスラエルの人々ひとびとと伏兵ふくへいの間あいだに定さだめた合図あいずは、町まちから大おおいなるのろしがあがるとき、 39イスラエルの人々ひとびとが戦たたかいに転てんじることであった。さてベニヤミンは初はじめイスラエルの人々ひとびとを撃うって三十人にんばかりを殺ころしたので言いった、「まことに彼かれらは最初さいしょの戦たたかいのようにわれわれの前まえに撃うち敗やぶられる」。 40しかし、のろしが煙けむりの柱はしらとなって町まちからのぼりはじめたので、ベニヤミンの人々ひとびとがうしろを見みると、町まちはみな煙けむりとなって天てんにのぼっていた。 41その時ときイスラエルの人々ひとびとが向むきを変かえたので、ベニヤミンの人々ひとびとは災わざわいが自分じぶんたちに迫せまったのを見みて、うろたえ、 42イスラエルの人々ひとびとの前まえから身みをめぐらして荒野あらのの方ほうに向むかったが、戦たたかいが彼かれらに追おい迫せまり、町まちから出でてきた者ものどもは、彼かれらを中なかにはさんで殺ころした。 43すなわちイスラエルの人々ひとびとはベニヤミンの人々ひとびとを切きり倒たおし、追おい撃うち、踏ふみにじって、ノハから東ひがしの方ほうギベアの向むかいにまで及およんだ。 44ベニヤミンの倒たおれた者ものは一万八千人にんで、みな勇士ゆうしであった。 45彼かれらは身みをめぐらして荒野あらのの方ほう、リンモンの岩いわまで逃にげたが、イスラエルの人々ひとびとは大路おおじでそのうち五千人にんを切きり倒たおし、なおも追撃ついげきしてギドムに至いたり、そのうちの二千人にんを殺ころした。 46こうしてその日ひベニヤミンの倒たおれた者ものはつるぎを帯おびている者もの合あわせて二万五千人にんで、みな勇士ゆうしであった。 47しかし六百人にんの者ものは身みをめぐらして荒野あらのの方ほう、リンモンの岩いわまで逃にげて、四か月げつの間あいだリンモンの岩いわに住すんだ。 48そこでイスラエルの人々ひとびとはまた身みをかえしてベニヤミンの人々ひとびとを攻せめ、つるぎをもって人ひとも獣けものもすべて見みつけたものを撃うち殺ころし、また見みつけたすべての町まちに火ひをかけた。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1かつてイスラエルの人々ひとびとはミヅパで、「われわれのうちひとりもその娘むすめをベニヤミンびとの妻つまとして与あたえる者ものがあってはならない」と言いって誓ちかったので、 2民たみはベテルに行いって、そこで夕暮ゆうぐれまで神かみの前まえに座ざし、声こえをあげて激はげしく泣ないて、 3言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅよ、どうしてイスラエルにこのような事ことが起たって、今日こんにちイスラエルに一つの部族ぶぞくが欠かけるようになったのですか」。 4翌日よくじつ、民たみは早はやく起おきて、そこに祭壇さいだんを築きずき、燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげた。 5そしてイスラエルの人々ひとびとは言いった、「イスラエルのすべての部族ぶぞくのうちで集会しゅうかいに上のぼって、主しゅのもとに行いかなかった者ものはだれか」。これは彼かれらがミヅパにのぼって、主しゅのもとに行いかない者もののことについて大おおいなる誓ちかいを立たてて、「その人ひとは必かならず殺ころされなければならない」と言いったからである。 6しかしイスラエルの人々ひとびとは兄弟きょうだいベニヤミンをあわれんで言いった、「今日こんにちイスラエルに一つの部族ぶぞくが絶たえた。 7われわれは主しゅをさして、われわれの娘むすめを彼かれらに妻つまとして与あたえないと誓ちかったので、かの残のこった者ものどもに妻つまをめとらせるにはどうしたらよいであろうか」。
    


    
      8彼かれらはまた言いった、「イスラエルの部族ぶぞくのうちで、ミヅパにのぼって主しゅのもとに行いかなかったのはどの部族ぶぞくか」。ところがヤベシ・ギレアデからはひとりも陣営じんえいにきて集会しゅうかいに臨のぞんだ者ものがなかった。 9すなわち民たみを集あつめて見みると、ヤベシ・ギレアデの住民じゅうみんはひとりもそこにいなかった。 10そこで会衆かいしゅうは勇士ゆうし一万二千人にんをかしこにつかわし、これに命めいじて言いった、「ヤベシ・ギレアデに行いって、その住民じゅうみんを、女おんな、子供こどももろともつるぎをもって撃うて。 11そしてこのようにしなければならない。すなわち男おとこおよび男おとこと寝ねた女おんなはことごとく滅ほろぼさなければならない」。 12こうして彼かれらはヤベシ・ギレアデの住民じゅうみんのうちで四百人にんの若わかい処女しょじょを獲えた。これはまだ男おとこと寝ねたことがなく、男おとこを知しらない者ものである。彼かれらはこれをカナンの地ちにあるシロの陣営じんえいに連つれてきた。
    


    
      13そこで全ぜん会衆かいしゅうは人ひとをつかわして、リンモンの岩いわにおるベニヤミンの人々ひとびとに平和へいわを告つげた。 14ベニヤミンの人々ひとびとがその時とき、帰かえってきたので、彼かれらはヤベシ・ギレアデの女おんなのうちから生いかしておいた女おんなをこれに与あたえたが、なお足たりなかった。 15こうして民たみは、主しゅがイスラエルの部族ぶぞくのうちに欠陥けっかんをつくられたことのために、ベニヤミンをあわれんだ。
    


    
      16会衆かいしゅうの長老ちょうろうたちは言いった、「ベニヤミンの女おんなが絶たえたので、かの残のこりの者ものどもに妻つまをめとらせるにはどうしたらよいでしょうか」。 17彼かれらはまた言いった、「イスラエルから一つの部族ぶぞくが消きえうせないためにベニヤミンのうちの残のこりの者ものどもに、あとつぎがなければならない。 18しかし、われわれの娘むすめを彼かれらの妻つまに与あたえることはできない。イスラエルの人々ひとびとが『ベニヤミンに妻つまを与あたえる者ものはのろわれる』と言いって誓ちかったからである」。 19それで彼かれらは言いった、「年々ねんねんシロに主しゅの祭まつりがある」。シロはベテルの北きたにあって、ベテルからシケムにのぼる大路おおじの東ひがし、レバナの南みなみにある。 20そして彼かれらはベニヤミンの人々ひとびとに命めいじて言いった、「あなたがたは行いって、ぶどう畑はたけに待まち伏ぶせして、 21うかがいなさい。もしシロの娘むすめたちが踊おどりを踊おどりに出でてきたならば、ぶどう畑はたけから出でて、シロの娘むすめたちのうちから、めいめい自分じぶんの妻つまをとって、ベニヤミンの地ちに連つれて行いきなさい。 22もしその父ちちあるいは兄弟きょうだいがきて、われわれに訴うったえるならば、われわれは彼かれらに、『われわれのために彼かれらをゆるしてください。戦争せんそうのときにわれわれは、彼かれらおのおのに妻つまをとってやらなかったし、またあなたがたも彼かれらに与あたえなかったからです。もし与あたえたならば、あなたがたは罪つみを犯おかしたことになるからでした』と言いいましょう」。 23ベニヤミンの人々ひとびとはそのように行おこない、踊おどっている者ものどものうちから自分じぶんたちの数かずにしたがって妻つまを取とり、それを連つれて領地りょうちに帰かえり、町々まちまちを建たてなおして、そこに住すんだ。 24こうしてイスラエルの人々ひとびとは、その時ときそこを去さって、おのおのその部族ぶぞくおよび氏族しぞくに帰かえった。すなわちそこを立たって、おのおのその嗣し業ぎょうの地ちに帰かえった。
    


    
      25そのころ、イスラエルには王おうがなかったので、おのおの自分じぶんの目めに正ただしいと見みるところをおこなった。
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